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平成３１年陸別町議会３月定例会会議録（第２号）

招 集 の 場 所 陸 別 町 役 場 議 場

開 閉 会 日 時 開会 平成31年３月７日 午前10時00分 議 長 宮 川 寛

及 び 宣 告 散会 平成31年３月７日 午後３時23分 議 長 宮 川 寛

応（不応）招議 議席 出席等 議席 出席等
員及び出席並 氏 名 氏 名
びに欠席議員 番号 の 別 番号 の 別

出席 ７人 １ 中 村 佳 代 子 ○ ８ 宮 川 寛 ○

欠席 １人 ２ 久 保 広 幸 ○

凡例 ３ 多 胡 裕 司 ▲

○ 出席を示す ４ 本 田 学 ○

▲ 欠席を示す ５ 山 本 厚 一 ○

× 不応招を示す ６ 渡 辺 三 義 ○

公 谷 郁 司▲○ 公務欠席を示す ７ ○

会議録署名議員 渡 辺 三 義 谷 郁 司

職務のため議場に 事務局長 主任主査
出席した者の職氏名 早 坂 政 志 吉 田 利 之

法第１２１条の規定 町 長 野 尻 秀 隆 教 育 長 野 下 純 一

により出席した者の 監 査 委 員 飯 尾 清

職氏名

町長の委任を受けて 副 町 長 佐 々 木 敏 治 会 計 管 理 者 芳 賀 均

出席した者の職氏名 総 務 課 長 高 橋 豊 町 民 課 長 (芳 賀 均)

産業振興課長 副 島 俊 樹 建 設 課 長 清 水 光 明

保健福祉センター次長 丹 野 景 広 国保関寛斎診療所事務長 (丹 野 景 弘)

総 務 課 参 事 高 橋 直 人 総 務 課 主 幹 空 井 猛 壽

教育長の委任を 教 委 次 長 有 田 勝 彦

受けて出席した者の

職氏名

農業委員会会長の 農委事務局長 棟 方 勝 則

委任を受けて出席し

た者の職氏名

議 事 日 程 別紙のとおり

会 議 に 付 し た 事 件 別紙のとおり

会 議 の 経 過 別紙のとおり
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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 議案第１３号 平成３１年度陸別町一般会計予算

３ 議案第１４号 平成３１年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算

平成３１年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
４ 議案第１５号

予算

５ 議案第１６号 平成３１年度陸別町簡易水道事業特別会計予算

６ 議案第１７号 平成３１年度陸別町公共下水道事業特別会計予算

７ 議案第１８号 平成３１年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算

８ 議案第１９号 平成３１年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開議 午前１０時００分

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 多胡議員より、欠席する旨届け出がありました。

多胡農業委員会長より、欠席する旨報告がありました。

これより、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、６番渡辺議員、７番谷議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 議案第１３号平成３１年度陸別町一般会計予算

◎日程第３ 議案第１４号平成３１年度陸別町国民健康保険

事業勘定特別会計予算

◎日程第４ 議案第１５号平成３１年度陸別町国民健康保険

直営診療施設勘定特別会計予算

◎日程第５ 議案第１６号平成３１年度陸別町簡易水道事業

特別会計予算

◎日程第６ 議案第１７号平成３１年度陸別町公共下水道事

業特別会計予算

◎日程第７ 議案第１８号平成３１年度陸別町介護保険事業

勘定特別会計予算

◎日程第８ 議案第１９号平成３１年度陸別町後期高齢者医

療特別会計予算

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第２ 議案第１３号平成３１年度陸別町一般会計予算から日

程第８ 議案第１９号平成３１年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算まで、７件を一括

議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第１３号平成３１年度陸別町一般会計予算ですが、

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４３億１,３０１万７,０００円と定めるもので

あります。

続きまして、議案第１４号平成３１年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算です
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が、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億９,１４０万５,０００円と定めるもの

であります。

続きまして、議案第１５号平成３１年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

予算ですが、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億３,１１８万９,０００円と定

めるものであります。

続きまして、議案第１６号平成３１年度陸別町簡易水道事業特別会計予算ですが、歳入

歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億６,６９２万２,０００円と定めるものでありま

す。

続きまして、議案第１７号平成３１年度陸別町公共下水道事業特別会計予算ですが、歳

入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億７,７８２万４,０００円と定めるものであり

ます。

続きまして、議案第１８号平成３１年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算ですが、

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億９,５７４万９,０００円と定めるものでご

ざいます。

続きまして、議案第１９号平成３１年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算ですが、歳

入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４,９６２万４,０００円と定めるものでございま

す。

以上、議案第１３号から議案第１９号まで７件を一括提案させていただきます。

内容につきましては、副町長から説明申し上げますので、御審議のほど、よろしくお願

い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第１３号から１９号まで一括して説明をさせ

ていただきたいと思います。

まず、１ページをお開きください。

議案第１３号平成３１年度陸別町一般会計予算は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算。

第１条、第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入

歳出予算」による。

債務負担行。第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる

事項、期間及び限度額は「第２表 債務負担行為」による。

地方債。第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債

の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は「第３表 地方債」による。

一時借入金。第４条、地方自治法第２３５条の３、第２項の規定により一時借入金の最

高額は１０億円と定める。

歳出予算の流用。

第５条、地方自治法第２３０条第２項、ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経
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費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。第１号、各項に計上した

給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算額に過不足を生じた

場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。

それでは、資料のナンバー１４をお開きください。

資料ナンバーの１４は、３１年度一般会計における各課別の歳入歳出予算の資料となっ

ておりまして、総務課でいけば、３１年度においては、歳入が２８億３,６６５万４,００

０円、歳出が２１億５,６３７万４,０００円で、差し引き６億８,０２８万円の増となり

ます。

一方、３０年度を差し引きをして、左側に歳入比較ということで、歳入では１億９,３

４０万５,０００円の減額。歳出も同様に５,１６１万２,０００円の減額ということに、

各課ごとに３１年度の歳入歳出の比較と前年度の比較を表にしてございます。下にござい

ますが、１番目にまず、歳入歳出差引額で、総務課は交付税関係が一般財源として入って

きますので、その分で歳入がふえるのがこれ当然。町民課においては、町税関係が入って

きますので、これも一般財源ですけれども、それらが入ってくるので、歳出よりも上回っ

ていると。それ以外が、各課ごとに入ってくるものが、全て特定財源ということになりま

すので、あらかじめ御了承いただきたいと思います。

２番目の歳入ですが、基金繰入金は全部総務課で計上しております。

歳出、総務課において特別職・一般職の人件費、基金積立金、特別会計操出金、消防

費、公債費を含んでございます。

それでは、予算書の歳出４０ページをお開きください。

予算書、歳出４０ページです。

３点、冒頭に申し上げたいと思いますが、まず１点目は、人件費に係る給与費明細書

は、１７１ページから１７６ページにつけておりますので、後ほどごらんいただきたいと

思います。資料ナンバー５６に、課目別の職員数調べをつけております。３１年度から、

御存じのとおり一般廃棄物の十勝広域化がスタートをします。それに伴いまして、ごみ処

理に係る、特に事業系の一般廃棄物処理手数料につきまして、一般会計、特別会計含め

て、各担当が直接ストックヤードに搬入する、そういう手数料を１２節で計上しておりま

すので、随時説明していきますけれども、そういう新たに一般廃棄物処理料が計上されて

いると、そういったことで御理解をいただきたいというふうに思っております。

１款議会費、１項１目議会費ですが、本年度５,４５７万６,０００円であります。議員

８人、職員２名の人件費、それから議員の報酬・共済費関係、あとは町議会の活動に係る

予算を計上してございます。

次、４２ページ、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費になります。本年度２

億２,５３７万９,０００円でございますけれども、総務課でいけば企画財政室が４,４９

６万２,０００円。内容としては、庁舎の電算システム関係、庁舎の消耗品、複写機使用

料関係が主な内容でございます。総務担当においては、１億７,５２３万７,０００円。人
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件費１億５,９９１万６,０００円を含んでございます。職員研修、職員健康診断、公債費

などが内容でございます。総務課管財防災担当については３万９,０００円の計上。町民

課戸籍住民担当で５１４万１,０００円の計上をしております。マイナンバー制度関係に

係る負担金関係が、主な内容でございます。２節給料から４節共済費までは、職員人件費

ですが、手当の中で、４３ページの一番下にございます退職手当組合１,９６３万９,００

０円。これは、御存じのとおり平成２８年度から３０年度、３年間の退職金の精算納付金

もこの中に含んでございます。７節賃金から９節旅費、１０節交際費、１１節需用費、１

２節役務費、１３節委託料、１９節負担金補助及び交付金までは、例年同様の計上でござ

います。１１節需用費、消耗品で１,０８０万５,０００円ございますが、この中には、電

算システムのＷindows７から１０にサポートが来年１月で終了しますけれども、それらに

係るライセンスなどの購入、４７１万３,０００円を含んでございます。１２節役務費の

廃棄処理４万４,０００円ですが、これはＷindows７から１０になるパソコン８０台、そ

れとプリンターなどの廃棄処分費でございます。

４６ページ、１９節負担金補助及び交付金ですが、下から二つ目、北海道自治体情報シ

ステム協議会。これは、資料ナンバー１６をつけておりますので、後ほどごらんをいただ

きたいと思います。その下、地方公共団体情報システム機構４１６万７,０００円につき

ましては、マイナンバー制度における中間サーバーの運用負担金３５９万１,０００円。

それから、通知カード、個人番号カードの委託費の負担金５３万１,０００円がございま

す。この５３万１,０００円については、歳入で同額が入ってくる予定でございます。

４７ページの２３節償還金利子及び割引料、譲渡事業償還金１,０００円計上しており

ます。御存じのとおり、Ｗindows７がサポート終了するということで、庁舎用のパソコン

８０台分、４１９万１,０００円を備荒資金組合から貸し付けを受けて、５年間で償還を

するということで予算を計上しております。この１,０００円については、利率分０.０２

％の利息分、７３７円でございます。後ほど、教育委員会のほうの小学校費関係でも出て

きますので、そこで資料関係について説明をしたいと思います。なお、利息０.０２％に

ついては、２月２８日現在の利率でございまして、情報によりますと４月から利率が改正

になって、少し上乗せになると、そういうことの情報が入ってきております。その率が、

改正によって予算に不足が生じれば、今後の議会の中で予算計上して、お願いをしていき

たいというふうに思っております。２目文書広報費３,３２０万２,０００円ですが、これ

は、総務課総務担当が３２０万８,０００円ございます。これは１２節役務費の通信運搬

費、郵便料が総務課においては、３０９万８,０００円。町民課の広報広聴で２,９９９万

４,０００円が、この文書広報費の中でございます。ほとんどが、町民課の広報広聴担当

の予算になるということになります。１５節工事請負費の機器更新工事２,５０８万６,０

００円、これは防災行政無線の整備工事でございますが、資料ナンバー１７をお開きくだ

さい。資料ナンバー１７、これは昨年度も添付してございますが、防災行政無線（愛の

鐘）の整備事業でございます。平成３１年度においては２,２８０万５,０００円で、消費
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税を入れますと２,５０８万５,５００円ということになります。場所は３基でございます

が、新町１区、共栄第１、緑町、この３自治会の防災無線子局を整備します。今、参考ま

でに申し上げますが、平成３２年度に同額、これは概算で出してございますが、平成３２

年度においては若葉町と東１条２区、新町２区を予定しております。この事業について

は、平成３２年度で終了を予定しているところでございます。

予算書４８ページをお開きください。３目財政管理費６５万４,０００円については、

予算書の印刷８０部でございます。４目会計管理費１１節需用費６８万２,０００円、印

刷製本費は、決算書の印刷８０部でございます。１２節役務費２９５万３,０００円は、

手数料関係でございます。５目財産管理費１億２,８３７万円の計上でございます。内容

としては、総務課が１億８２６万４,０００円。内容としては、庁舎管理、財産管理、り

くべつ鉄道関係、基金、福祉館、総務課管理の公用車の維持管理が主な内容です。町民課

が１,８９７万３,０００円。これは、地積図関係、それからテレビ中継局、地デジの光

ケーブルなどの維持管理が内容です。それから、教育委員会がございます。タウンホール

の管理で１１３万３,０００円ほど計上してございます。４節共済費１３４万９,０００

円。７節賃金４５７万４,０００円、これは公用車の管理専門員の賃金でございます。９

節旅費から１１節需用費、１２節役務費、１３節委託料までは前年同様の計上ですが、５

０ページの一番上、廃棄処理１７万１,０００円ございます。これは、森林組合に貸し付

けしている事務所がございますが、そこの照明の中でＰＣＢを使用している照明がござい

ます。それの廃棄手数料が１７万１,０００円でございます。一つ飛んで、ごみ処理手数

料１３万２,０００円。先ほど説明をさせていただきました。これは、事業系一般廃棄物

処理の手数料になります。中身としては、まず総務課の総務担当の庁舎用のごみの処理

料、これが１１万５,０００円。管財防災の町有地などの不法投棄のごみがございます

が、それの手数料が１万７,０００円となってございます。１３節委託料５,３７７万３,

０００円ですけれども、２段目の施設設備と改修９３０万３,０００円。これは、光ケー

ブル、北電柱３０本、ＮＴＴ３０本の取りつけ業務、それから新規にですね、テレビ中継

局の空中線鉄塔の塗装補修業務がございます。３３８万６,０００円ですが、実は、この

テレビ中継局は、昭和５７年に開局して設置されておりますけれども、それ以降、現在ま

で塗装補修は一切されていなかったということで、大分さびがひどくて、維持管理をして

いる業者、点検をしている業者から指摘がございまして、今回、予算を計上させていただ

きました。その上の施設設備等改修９３０万３,０００円の中に、今言ったテレビ中継局

の塗装、それともう一つは、道営事業のトマム地区工事に係る光ケーブル移設業務６７万

５,０００円がございます。

森林組合の事務所のＰＣＢの照明の取りかえ２万５,０００円がこの中に入ってござい

ます。施設周辺整備５４０万１,０００円ですが、これはりくべつ鉄道の維持管理、今回

新たに商工会からの要望もございましたけれども、駅郊外の枕木の交換業務を年次計画を

立てて実施をお願いしたいという要望がございまして、平成３１年度、旧金澤踏切から百
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恋駅まで１.６キロメートル、枕木交換１００本を予定をしております。なお、計画的に

年次契約で実施していきますけれども、最終地は旧分線駅までを予定しております。毎年

１００本から２００本の交換をしていくということで、平成３１年度については枕木１０

０本を予定してございます。

５１ページ、廃棄物運搬委託業務、これは３６万９,０００円。これは新規でございま

す。これは、先ほど説明しました森林組合事務所のＰＣＢを使用している照明の廃棄業務

でございます。室蘭の処分場まで運搬をするという内容でございます。１３節委託料で、

下から二つ目のタウンホール管理で、設備保守管理９６万２,０００円ですが、この中に

は、２年ごとに実施している移動観覧席の保守業務２４万９,０００円も含んでございま

す。５２ページ、１５節工事請負費りくべつ鉄道広場整備で１７０万３,０００円。これ

は、旧駅構内の１番線の補修工事でございます。設備改修工事、防火水槽改修工事４５万

６,０００円ですが、実は、昭和４６年の１０月に設置しました、一つは、若葉生きがい

交流館の裏側にある防火水槽、それからもう一つは、小利別の旧教員住宅の横にある防火

水槽の補修工事でして、蓋などが大分、経年劣化しているということがございまして、蓋

などの補修工事でございます。５３ページ、１８節備品購入８３万３,０００円につきま

しては、役場庁舎の事務用椅子１５脚、タウンホール用の掃除機１台の購入の予算でござ

います。２５節積立金３,７７５万３,０００円ですが、財政調整基金からふるさと整備ま

では利息分、いきいき産業支援基金積立金３,６５１万９,０００円につきましては、利子

が８９万２,０００円、優良家畜の貸付金の定期償還額が３,３８８万２,０００円、農協

の優先出資の配当金が８０万円、農業機械の貸付収入９４万５,０００円。これは、平成

２５年度に購入してコンテナに貸し付けをしている真空播種機などでございます。ふるさ

と銀河線から給食センターまでは、利子分でございます。

なお、資料ナンバー３で、平成３０年度末の基金残高を添付しておりますが、今の時点

での平成３１年度末の基金残高の見込みとしては４５億２,８６８万円ほどの見込みと

なってございます。次のページ、スポーツ振興基金の積立金についても、利息分６,００

０円でございます。６目の町有林野管理費４,２７６万９,０００円ですが、資料ナンバー

１８－１に町有林管理事業収支一覧、１８－２に町有林管理事業実施箇所図をつけており

ますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。御存じのとおり、平成３０年でヤツ

バキキンムシの対策事業は終了しておりまして、森林組合と協議をする中で例年の事業

ベースに戻す内容の予算となってございます。管理事業、箇所図等参考にしていただい

て、見ていただきたいと思いますが、特に２節役務費で下から２行目の森林環境保全整備

事業（町有林）３,１０２万２,０００円ということで、前年度から見ると４１４万５,０

００円ほどの増となってございます。

５５ページ、１３節委託料３２７万５,０００円のうち、森林現況調査業務２３１万

円。これは、御存じのとおり町有林の拡大事業でございまして、平成３１年度では、町へ

の売却を意志表示している方が６名ほどございまして、面積としては６２.５ヘクタール
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でございます。なお、平成３０年度までに町有林を購入した面積は、１４８.７ヘクター

ルでございます。寄付も４件ござまして１３.９ヘクタール。合わせまして、１６２.６ヘ

クタールが平成３０年度まで町有林を拡大をしていると、そういう内容でございます。７

目の企画費でござますが、まず、総務課で４,４５３万円。企画財政室で１,７０１万８,

０００円です。内容としては、経常的な経費６９万５,０００円。第６期総合計画の事業

が４６０万４,０００円、まちづくり推進事業で３１万２,０００円、ふるさと会旅費で１

２万８,０００円、東京事務所の開設事業で５５万７,０００円、地域交通確保事業で１,

０５０万６,０００円、空き家対策で１２万１,０００円、地域活性化対策事業で９万５,

０００円の内容でございます。チャレンジプロでは２,７５１万２,０００円を計上してご

ざいます。ふるさと納税促進事業３４１万６,０００円、交流人口対策１６万円、日本ハ

ムファイターズ応援大使関係で５２万２,０００円、移住交流定住促進事業で４７０万１,

０００円、移住産業研修センターで９５１万６,０００円、地方版総合戦略関係で３９万

５,０００円、地方創成推進事業で４２３万円、新農林業の人材発掘プログラムで４５７

万２,０００円となってございます。

産業振興課の商工業担当で１７０万９,０００円。これは、小利別の寒地研究所の建物

の保険料が４,０００円、しばれ研究所への補助金９７万５,０００円、道の駅の負担金関

係で１０万、サマーインりくべつで６３万円の内容でございます。それでは、４節共済費

の１５０万３,０００円、次のページの７節賃金５４６万５,０００円ですが、実は、平成

３０年度まで地域おこし協力隊であった方が、平成３０年度で満了しました。平成３１年

度からは、移住産業研修センターの調理人の賃金ということで、その賃金が５２９万１,

０００円。代替分が１７万４,０００円の内訳となってございます。８節報償費３９万７,

０００円のうち、謝礼金２８万９,０００円ですが、日本ハムの応援大使の関係について

は、資料ナンバー１９をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

謝礼２８万９,０００円の内訳としては、日本ハムファイターズの応援大使が１１月下旬

に陸別町に来られるということで、それのイベントに係る司会者の謝礼が３万円、地方版

総合戦略検討会の委員の謝礼金が１７万２,０００円、空き家対策審議会委員の謝礼金が

８万７,０００円、これは３回分です。記念品ですが、１０万８,０００円については、札

幌ドームで行われる日本ハムの試合、３試合において勝ったときのヒーロー賞として陸別

町から６万４,８００円ほど、大体１試合につき２万１,０００円ぐらいのものをヒーロー

賞として出すと。それから、応援大使２名が陸別町に来られたときの記念品として４万

３,０００円ほど見てございます。従って、応援大使の関係する予算については、報償費

８節で１３万８,０００円。旅費で３万３,０００円。需用費で２５万７,０００円。１４

節使用料及び賃借料で９万４,０００円。合わせて５２万２,０００円でございます。

１１節需用費から１２節役務費、１３節委託料、１４節使用料及び賃借料については、

ちょっと暮らし住宅２戸、東１条とそれから恩根内、それから共栄第一のモデル住宅１

戸、それから旭町の旧森林管理所のアパート、それから移住産業研修センター共有部分に
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係る維持管理費が主な内容でございます。１２節役務費で６０万６,０００円のうち、５

７ページの口座振替９,０００円、決済システム利用７万円、１３節委託料の一番下ふる

さと納税業務委託３３４万４,０００円。これは、ふるさと納税に係る予算でございま

す、３４１万６,０００円です。ふるさと納税業務に係る資料については、ナンバー２０

をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

同じく、一つ上の新農林業人材発掘プログラム実施４５７万２,０００円。これについ

ては、平成３１年度も予定をしてございます。平成２８年度から実施しまして、４年目に

なりますが、昨年は９月２日から９月７日で女性９名が来町をして、酪農、搾乳とか林業

の枝はらいですとか、重機の関係、北勝光生会などで職場体験をしております。大学生

は、慶応大学、大阪大学、東北大学、東洋大学から女性９名が来て、去年の意見交換会の

中では、地方の町と第１次産業とのかかわりというのは、すごく強いと。東京にいれば当

たり前の生活が、何か不思議なというようなそういう産業というものと、中山間地域の産

業と都市圏の生活の違いをこの学生方が意見として出してきて、すごく地方に関心を持っ

てきているなと理解をしております。できれば、今まで来られた学生が、社会人になって

そういうネットワーク化をつくって、陸別応援団みたくなれば、またいいのかなとそうい

うふうに思ってございます。

その上の総合計画策定支援業務４６０万４,０００円については、第６期総合計画に係

る基本構想案ですとか、基本計画案のたたき台、素案の印刷・作成の委託料でございま

す。１４節使用料及び賃借料からは、例年どおりの計上ですし、１９節負担金補助及び交

付金についても例年どおりの計上です。５９ページ、地方創成推進交付金事業負担金４２

３万円。

資料ナンバー２１の１をお開きください。資料ナンバー２１の１です。これは、地方創

成推進交付金事業説明資料ということで、これは昨年も添付をしております。（仮称）銀

河の里ＤＭＯ、観光地域づくり連携事業ということで、これは池北３町の広域連携事業で

ございます。この事業については、平成２８年度から実施をしておりまして、平成３２年

度でこの事業が終了する予定でございます。この下の表にございますように、まず陸別町

が関係する部分、平成３１年度分については、まず地域産品の販路拡大実証事業（独自販

売ルート構築）で、陸別町は７０万円の負担。③の３町地場産品を活用した新たな食ブラ

ンド構築事業、陸別町が５０万円。④の圏域周遊モデルルート開発事業が１００万円、拠

点施設等魅力創出事業が１００万円。合わせて３２０万円でございます。この２分の１、

１６０万円が補助金として入ってくると、そういう内容でございます。

次、２１－２をお開きください。次のページです。これは、十勝アクティブシニア移住

交流促進事業ということで、平成２９年度から平成３１年度、平成３１年度で終了します

が、これは、交付金事業も平成３１年度で終了するということになります。陸別町は、１

０万円の負担ということでございます。平成３１年度の事業としては、十勝東北部移住サ

ポートセンター事業と陸別単独事業でございますが、その右の移住を応援する会事業でご
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ざいます。まず、①の学びのニーズ等の現状把握、負担金が２０万円。これは、移住フェ

アでやる面談調査などございまして、単独事業として町はフェア参加旅費２２万１,００

０円。ブース借上料４０万円。②の効果的な情報発信ということで、町の魅力や移住の取

り組みなどホームページや情報移住専門誌に掲載し、町の認知向上や云々とございます、

これが１４万４,０００円。その下、ふるさと回帰支援センターに３町連携した専用ブー

スを設置して、情報発信をすると、これが５２万６,０００円の負担。受け入れ事業の実

施ということで、陸別町６万円の合わせて９３万円です。先ほど言いました、２１－１で

言った３２０万円。今の９３万円。それと十勝のシニア移住交流事業については、１０万

円。合わせると４２３万円です。これに、町単独事業分６２万１,０００円を足して、４

８５万１,０００円でありますが、この２分の１、２４２万５,５００円が国の補助金とし

て入ってくると、そういう内容でございます。

それでは予算書５９ページをお開きください。交付金の中で、移住交流対策事業９４万

円。これは、先ほど説明しました移住を応援する会への交付金です。その下、地域交通利

用促進事業３１２万４,０００円については、バス利用の３分の２の助成でございます。

なお、平成２９年度末の利用者数は１,９０１件の２,２０８人ですが、ことし１月末現在

では、１,７５５人の利用で１,５３２件となってございます。交付金の中で、通学定期差

額補助７３４万円を計上しておりますが、これは高校生の通学定期でございまして、２８

人分を計上してございます。北見方面が１０人、足寄が１５人、本別が２人、置戸が１人

の２８名でございます。公平委員会については、例年どおりの計上でございますし、９目

交通安全対策費、６０ページについても例年どおりの計上です。１０目諸費については、

８節報償費で名誉町民の年金３０万円を含んでございます。なお、平成３０年度当初にお

いては、開町１００年の記念事業費を町功労者関係表彰も全部そちらに振りかえをしまし

たけれども、平成３１年度においては、町功労者表彰関係についても、この諸費のほうで

予算を計上しております。１９節までは、例年どおりの計上でございます。１１目交流セ

ンター管理費３,２１３万２,０００円の計上ですが、資料ナンバー２２に資料をつけてお

りますので、後ほどごらんいただきたいと思います。７節賃金の２３４万円から１１節需

用費、１２節役務費、１３節委託料、１４節使用料及び賃借料まで例年どおりの計上でご

ざいます。

６２ページ、１２節役務費でごみ処理手数料４万１,０００円、これも事業系一般廃棄

物でして、オーロラハウスと物産館、その中の一般廃棄物の手数料ということになりま

す。１３節委託料で、宿泊研修施設管理１,５６９万３,０００円ですが、工事などの減少

に伴い、宿泊者も減少しておりまして、対前年比で５２３人ほどの減員で予算を計上して

ございます。次のページ、１２目銀河の森管理費７,５６０万円ですが、資料ナンバー２

３に委託料の内訳をつけておりますので、後ほどごらんいただきたいと思います。７,５

６０万円ですが、天文台関係が４,９６０万４,０００円、コテージ村関係が１,８１５万

６,０００円。銀河の森専用水道関係が７８４万円の内訳となってございます。館長の報
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酬４８万円ですが、昨日の議会で条例案を議決いただきました。その金額を計上してござ

います。２節給料から４節共済費、７節賃金、１２節役務費、９節旅費、１１節需用費、

１２節役務費までは、例年の計上でございます。ただ、修繕料で１３０万４,０００円を

見ておりますが、これは、コテージ村のトイレ２個のウォシュレットの修繕、コテージ村

の台所の換気口２個の修繕４１万４,０００円を含んでございます。１３節委託料３,５６

９万３,０００円ですが、施設設備保守管理で４７０万６,０００円。これはコテージ村の

消防用施設の設備点検が１９万７,０００円。それから、天文台大型望遠鏡ドーム開閉機

械交換、これがＧＰＳ点検などもございますが、２０９万１,０００円でございます。そ

の下、施設設備等改修１０７万６,０００円については、銀河の森専用水道の滅菌設備更

新でございます。次亜塩素注入ポンプ２台、貯留槽１基の改修の委託料でございます。

次のページ、１５節工事請負費、水道工事、これは銀河の森の専用水道ですが、昨年も

予算を計上しておりますが、配水管の布設替え工事でございます。延長１３０メートルで

ございます。１８節備品購入費で、管理用備品８５万１,０００円ですが、天文台プラネ

タリウム、コテージ村ＩＨクッキングヒーター２個などの購入が主な内容でございます。

６７ページの１３目地域活性化推進費２,４９６万１,０００円です。資料ナンバー２５に

活性化事業、チャレンジプロの資料をつけてございますので、後ほどごらんいただきたい

と思います。内訳としては、活性化推進専門員４８７万円、４節共済費で３９万４,００

０円、７節賃金で３９０万６,０００円、９節旅費で４１万３,０００円、１１節需用費で

３万６,０００円、１４節使用料及び手数料で２万１,０００円。ミネラルウォーター開発

事業で１９８万円です。１２節役務費で９万円、１３節委託料で１８９万円。平成３１年

度は、ミネラルウォーター「百恋水」は、１万６,０００本の製造を予定してございま

す。薬用植物研究事業２５１万６,０００円です。８節報償費が５万円、１１節需用費が

７４万４,０００円、１２節役務費が３２万５,０００円、１３節委託料６４万円、１４節

使用料が３５万６,０００円、１８節備品購入費が３万１,０００円、１９節負担金補助及

び交付金が３７万円です。

地域おこし協力隊４人分、１,５５９万５,０００円を計上してございます。商工観光推

進員が４５７万５,０００円、４節共済費が８４万５,０００円の７節賃金３１３万１,０

００円、９節旅費が３８万円。１１節需用費が６万９,０００円、８節備品購入費が１３

万円。１９節負担金補助及び交付金が２万円です。新事業支援推進員４９０万５,０００

円。これは新事業は薬草関係でございます。４節共済費が９０万９,０００円、７節賃金

３２７万７,０００円、９節旅費が５０万１,０００円、１１節需用費が８万円、１３節委

託料が６万５,０００円、１８節備品購入費が５万３,０００円。１９節負担金補助及び交

付金が２万円です。酪農支援推進員１名分３１４万４,０００円。４節共済費が６１万８,

０００円。７節賃金が２３０万６,０００円。９節旅費が１５万円。１１節需用費が７万

円です。商工支援推進員２９７万１,０００円。４節共済費が５８万５,０００円。７節賃

金が２０９万円。９節旅費が７万７,０００円。１１節需用費が８万９,０００円。１８節
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備品購入費が１３万円です。なお、地域おこし協力隊につきましては、１人当たり人件費

等含めて４００万円まで特別交付税措置がございます。

次のページにいきます。１２節役務費で製品検査３１万６,０００円、これは薬用植物

の関係でして、６品目の製造の検査・分析の手数料でございます。その下、１３節委託料

の特産品試作製造１２万６,０００円については、ニンジンの飴の試作品を製造を予定し

ております。２回分でございます。オオギ葉の茶、ティーパック詰め、これも試作を予定

してございます。薬用植物管理委託４７万９,０００円。これは新町２区の加工センター

の裏側でございますが、あそこに高規格道路のインターチェンジと除雪センターができる

予定でございます。そこに、キハダを植えておりましたけれども、工事にかかるというこ

とで、測量は既に入っておりまして、工事が入りますが、それにキハダを植えておりまし

て、それを２００本を移植するという委託料４７万９,０００円です。補償費としては、

同じ４７万８,０００円が、歳入として入ってきます。

６９ページ、ミネラルウォーター製造１８９万円。これは１万６,０００本の製造にな

ります。製品検査委託に５万４,０００円。これはオオギの葉茶の検査でございます。そ

の下、看板作成委託４万６,０００円。これは金額が小さいのですが、ホウの木を植樹す

る町有林の、宇遠別を予定しておりますが、そこにホウの木を２００本植樹する予定でし

て、その看板とホウの木でございます。ニトリの応援基金の看板ということで、その助成

を受けるためにその看板をつけるということになります。１４節使用料及び賃借料の４７

万７,０００円の中で、一番下、作業用機械借上料３５万６,０００円。これは薬草のユ

ニットハウスを夏場借り上げをして作業用物置として使いたいと、収穫した薬草関係の保

管などが主な内容でございます。１８節備品購入費で、事務用備品３１万３,０００円

は、地域おこし協力隊員３人用のパソコン３台が主な内容でございます。

次のページ、２項徴税費、１目税務総務費、２節給料から２３節償還金利子及び割引料

までは、例年どおりの計上でございます。２目賦課徴収費、これも９節旅費から１９節負

担金補助及び交付金まで例年どおりの計上ですが、１３節委託料で固定資産鑑定評価、７

２ページです、委託料、固定資産鑑定評価１４５万２,０００円。これは新規でございま

すが、実は平成３３年度から固定資産の評価がえ業務がございます、それに係る委託料。

１９節負担金補助及び交付金の一番下、十勝複合事務組合４９万７,０００円は、十勝税

滞納整理機構への引き継ぎ負担金でございまして、件数としては５件、税金としては１３

２万６,５６０円を引き継ぐと、そういう内容でございます。３項戸籍住民基本台帳費１

目戸籍住民基本台帳費は、２節給料から、次のページの１１節需用費までは、例年どおり

の計上でして、７４ページ、１３節委託料で電算機器設置７７万３,０００円です。これ

は、平成２５年度に導入した住民基本台帳機器の更新であります。それに係る機器更新の

業務が７７万３,０００円。それと１９節負担金補助及び交付金の中に、そのネットワー

ク機器の更新に係る負担金９２万４,０００円が１９節負担金補助及び交付金の中に含ん

でございます。１９節負担金補助及び交付金で、この内訳としては、１,４８１万２,００
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０円の内訳は、先ほど説明した内容にございますが、戸籍システムに係る分が１,３０４

万３,０００円ほどございます。住基システム分で１７６万９,０００円でございます。な

お、昨日、議決いただきました戸籍事務の委託と関係もございますけれども、その負担金

が１,３０４万３,０００円の中に含まれています。平成３２年度からになりますけれど

も、情報システム協議会には戸籍事務の関係が１,３０４万３,０００円でございます。４

項選挙費１目選挙管理委員会費のほうは、１節報酬から１９節負担金補助及び交付金ま

で、それから２目選挙啓発費についても例年どおりの計上です。３目の知事・道議会議員

選挙費２２７万１,０００円ですが、御存じのとおり知事選挙については、告示が３月２

１日、道議が３月の２９日で投開票日が４月７日でございます。１節報酬から１４節使用

料及び賃借料までの計上でございます。

７７ページの４目町長・町議会議員選挙費５３１万４,０００円。これも町長・町議選

との告示が４月１６日、投開票日が４月２１日でございます。１節報酬から１４節使用料

及び賃借料、次のページの使用料及び賃借料まで計上してございます。５目の参議院選挙

費４３２万４,０００円。同額を歳入として、委託料が国のほうから入ってくると見てお

りますが、今の予定としては７月４日が公示で、７月２１日が投開票日という報道がされ

てございます。１節報酬から１４節使用料及び賃借料まで計上してございます。

次のページ、８０ページ、５項統計調査費の１目指定統計調査費１０２万９,０００円

です。１１節需用費から１４節使用料及び賃借料まで計上しておりますが、平成３１年度

においては、経済センサスと農林業センサス、工業統計の三つの統計がございます。それ

とあわせて平成３２年度は、国勢調査の年になりますので、それに係る費用８万円がこの

中に入ってございます。６項監査委員費１目監査委員費２０６万円については、１節報酬

から１９節負担金補助及び交付金までは例年どおりの計上、８１ページ、３款民生費。

○議長（宮川 寛君） ストップしてください。

１１時１０分まで休憩いたします。

休憩 午前１０時５５分

再開 午前１１時０９分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、８１ページの３款民生費から説明をさせていただ

きます。

１目の社会福祉総務費３億８,２６６万６,０００円ですが、１節報酬から次のページ、

１３節委託料までは例年どおりの計上でございます。８２ページ、８節報償費で謝礼金９

万３,０００円ございますが、この中には、手話通訳・要約筆記者の１名分３万５,０００

円。８３ページ、１３節委託料の２行目、手話通訳者・要約筆記者派遣７万２,０００円

が関係する予算でございます。社会福祉総務費の中では、からまつハウスの維持管理費も

ございまして、４１万９,０００円ほどございます。１１節需用費で３３万４,０００円、
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１２節役務費で３万８,０００円、１３節委託料で４万７,０００円でございます。

８３ページ、１５節工事請負費につきましては、防犯灯新設・撤去工事１９２万２,０

００円ですが、これは若葉町の防犯灯と町内の撤去費用関係の工事請負費となります。１

９節負担金補助及び交付金については、まず８４ページなります。一番上の社会福祉協議

会３,２９８万４,０００円、これは資料ナンバー２６をつけておりますので、後ほどごら

んをいただきたいと思います。職員４人分の人件費と移送サービス訪問介護事業が内容で

ございます。２０節扶助費１億９,６４２万４,０００円ですが、医療扶助費で重度心身障

害者、ひとり親家族等、子どもについては、例年どおりの計上。交通費助成高齢者の３２

０万円。これは平成３１年度は対象者が７２４人、９,４８２人の利用を見込んでござい

ます。なお、資料ナンバー２７をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思

います。対象者については、平成３０年度から見るとマイナス５人、延べ利用者数でいく

と１３９人の減となります。地域生活支援事業費ですが、１３７万５,０００円。これ

は、成年後見制度の利用支援１０万円を含んでございます。日常生活用具貸付事業が１２

１万４,９５８円の３３人、それから移動支援事業が２０回、先ほど言いました成年後見

人制度利用支援事業が内容でございます。その下の障害者介護給付費９,２０３万４,００

０円については、全体で５５名でございますが、生活介護が２７名、施設入所者が２２

名、療養介護が２名、居宅介護が３名、短期入所が１名の合計５５名でございます。

８５ページ、障害者訓練等給付費６,５７７万１,０００円については、全体で４５名で

ございます。内容としては、日中活動が２２名、宿泊自立訓練が１名、共同生活援助が２

２名でございます。その下の相談支援給付費１５９万９,０００円は、５９名分でござい

ます。その下、身体障害者更生医療給付費１,３６１万５,０００円は、９人分でございま

す。その下、身体障害者補装具交付費は、６４万５,０００円は、７人分。療養介護医療

費１３５万５,０００円は、２人分でございます。２８節操出金は、国民健康保険会計の

操出金が２,９７５万９,０００円。介護保険会計操出金が４,３８１万３,０００円でござ

います。２目老人福祉費ですが、この科目では居宅介護支援事業所を設置をしておりまし

て、この経費が５６４万５,０００円ございます。４節共済費で１１５万４,０００円。７

節賃金、これは嘱託員賃金になりますが３６８万３,０００円。９節旅費で６万７,０００

円。１１節需用費で４８万９,０００円。１２節役務費で４万２,０００円。１３節委託料

で２０万１,０００円。１９節負担金補助及び交付金で１０万円の内訳となります。８節

報償費で１３７万７,０００円ですが、報償金で２万７,０００円。これは成年後見実施機

関運営協議会委員の謝礼・報償金でして、資料ナンバー２８－２をつけております。それ

を、後ほどごらんをいただきたいと思います。その下、謝礼金１０万円については、高齢

者問題の徘徊ですとか、虐待ですとか、そういう研修会の講師謝礼金でございます。敬老

祝い金１２５万円、昨年度から見ると２６万円ほどふえております。喜寿が４８人、米寿

が１９人、長寿が２名でございます。老人福祉費については、施設管理費の予算も見てお

りまして、介護予防拠点施設「ふれあいの里」ですが、その維持管理費が１２０万１,０
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００円、１１節需用費で１０１万円、１２節役務費で９万１,０００円、１３節委託料で

７万４,０００円、１４節使用料及び賃借料で２万６,０００円です。高齢者福祉施設管理

事業として、これは「福寿荘」ですけれども、維持管理費として２,６６２万７,０００円

を計上してございます。１１節需用費で６５２万３,０００円、１２節役務費で２７万１,

０００円、１３節委託料で１,９８０万７,０００円、１４節使用料及び賃借料で２万６,

０００円です。

高齢者交流センターの管理事業が９９万８,０００円、１１節需用費で７７万８,０００

円、１２節役務費で９万６,０００円、１３節委託料で９万８,０００円、１４節使用料及

び賃借料で２万６,０００円、老人健康増進センターの管理費が７２万８,０００円でござ

います。４節共済費で１,０００円。７節賃金で４万３,０００円、１１節需用費で５７万

５,０００円、１２節役務費で５万９,０００円、１３節委託料で５万円。この三つの施設

の維持管理費合わせて２,９５５万４,０００円が、この老人福祉費の中に入ってございま

す。

１１節需用費、消耗品８２万６,０００円の中の４,０００円。食糧費３２３万８,００

０円の中の１万８,０００円、合わせて２万２,０００円については、地域介護予防活動支

援事業として「ほっとカフェ」の経費でございます。

次のページになります。１３節委託料２,６９１万４,０００円ですが、３行目の施設等

管理運営業務１,８５４万１,０００円。その下、高齢者在宅支援事業生きがいホーム通所

４２９万７,０００円の、これもＮＰＯへの委託費になります。施設設備改修で６０万５,

０００円ございます。これは、昨年の１０月９日に「福寿荘」で入居者の防災訓練をしま

した。その中で、入居者が部屋にいたのですけれども、警報が鳴っても聞こえない人がい

たと。テレビは部屋ではつけていなかったのですけれども、聞こえない人がいたというこ

とで、消防署の指導として居室用の火災警報フラッシュライトを９個設置する４４万１,

０００円。「ふれあいの里」との向かいになりますけれども、非常口がございます。そこ

の段差解消ということで、踏み台１６万４,０００円。これが「福寿荘」の施設設備改修

でございます。成年後見制度法人後見支援事業１３８万７,０００円については、資料ナ

ンバー２８－１をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

８８ページ、賃借料の老人緊急通報システム借上料１６８万７,０００円です。これ

は、まず月平均で２９台分を見てございます。もう一つは、モバイル緊急通報１台。これ

は、外出時に携帯を持ってもらってＧＰＳの機能がついておりまして、外出中に具合が悪

くなったとか、そういった時にボタンを押すとコールセンターに通報されて、救急車の通

報をしてもらえるという、そういう機器でございまして、一応、使用する方については、

登録制で対応したいということで考えてございます。１９節で負担金補助及び交付金です

が、デイサービス運営事業１,６６４万７,０００円については、補正予算にもありました

けれども、資料ナンバー６をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思いま

す。
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一つ飛んで、介護予防日常生活支援総合事業運営事業４０４万８,０００円について

は、訪問型サービスＡの補助金でして、これはＮＰＯへの補助金となります。デイサービ

ス車両更新事業３８７万７,０００円については、デイサービス利用者送迎用の車両を考

えてございまして、車椅子対応の車両でございます。その補助金でございます。介護職員

資格取得助成事業３０万円については３人分。２０節扶助費については、町外養護老人

ホーム入居者４人分の扶助費でございます。８９ページ、３目後期高齢者医療費は、広域

連合への負担金、それから操出金でございます。２項児童福祉費１目児童福祉総務費でご

ざいます。８節報償費で２０万２,０００円、これは言語聴覚指導７回分でございます。

出産祝い金４４０万円については、第１子が１１人、第２子が１０人、第３子が９人、第

４子以上が７人、合わせて３７人分でございます。１１節の消耗品２４万円のうち、まず

４万２,０００円、食糧費９万円、１２節役務費の保険料等４,０００円については、子供

カフェ事業でして１０回分、合わせて１３万６,０００円でございます。

次のページ、１３節委託料１１万８,０００円については、療育指導者派遣業務で７回

分。２０節扶助費ですが、児童施設通所６５万６,０００円については、社会復帰支援事

業就労継続支援Ｂ型で帯広１２０回分、１人、放課後デイサービス帯広１２回分で１人、

児童発達支援３人、足寄３６回分でございます。支援費の障害者介護給付費７４万２,０

００円については、放課後デイサービスが１人、児童発達支援が３人、保育所等訪問支援

が３人。その下、相談支援給付費１３万６,０００円は４人分。身体障害児の補装具２８

万５,０００円は１件。その下、障害者育成医療７万１,０００円は１人分。２目児童福祉

施設費、保育所の運営費でございます。２歳児が６人、３歳児が１４人、４歳児が１６

人、５歳児が７人、合わせて４３人分の園児でございます。２節給料から７節賃金、次の

ページの８節報償費、９節旅費、１１節需用費、１２節役務費までは例年どおりの計上で

ございます。１１節需用費の中で、消耗品には紙おむつ用のごみ袋支給１９万６,０００

円も含んでございます。１２節役務費の一番下、９３ページ、傷害保険４万２,０００

円、これは新規でございますが、保育所内で園児がけがをしたと、そういった場合に係る

保険料でございます。１３節委託料の一番下、施設設備改修２３万３,０００円は、網戸

を設置する委託料。９４ページ、１８節備品購入費５６万２,０００円については、遊戯

室用の多機能加湿器１台の購入です。１９節負担金補助及び交付金１５４万５,０００円

のうち、保育所の給食費負担金４３人分、１５１万４,０００円。２０節扶助費４８万円

が保育ママ１人分の助成。３目児童措置費については、これは児童手当の計上でございま

す。

３款民生費３項国民年金費については、２節給料から次のページ１２節役務費までは例

年どおりの計上でございます。

４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費４,９２８万３,０００円ですが、２節給

料から１２節役務費、次のページの２１節貸付金までは、例年どおりの計上です。１９節

負担金補助及び交付金の中で、９８ページですけれども、十勝複合事務組合７４万４,０
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００円は、看護学院への負担金。補助金では、帯広厚生病院運営事業ですが１４７万円。

これは、平成３０年度の確定額を計上してございます。これは、特別交付税措置もござい

ますので、特別交付税の計算の中でこの補助金が変われば、また９月補正ということも考

えられますので、あらかじめ御了承をいただきたいと思います。

２１節の貸付金９６万円は、医療介護技術職員の養成の学資金で１人分、２目保健衛生

施設費３,４３８万９,０００円ですが、まず、これは保健センターの維持管理分が２,９

２６万７,０００円。４節共済費が１,０００円、７節賃金が１６万９,０００円、１１節

需用費が１,５２８万４,０００円、１２節役務費が５９万３,０００円、１３節委託料が

５２６万９,０００円、１４節使用料及び賃借料が１４万円、１５節工事請負費が７６４

万９,０００円、１８節備品購入費が１６万２,０００円です。

公衆浴場の維持管理費が５１２万２,０００円です。事業費が１１５万９,０００円、１

２節役務費が３万６,０００円、１３節委託料が３９２万７,０００円でございます。４節

共済費から１２節役務費、１３節委託料、１４節使用料までは、例年どおりの、一応保健

センター維持管理費と公衆浴場維持管理費を計上してございます、例年どおりの計上でご

ざいます。

次のページ、１００ページですが、１５節工事請負費保健センター改修７６４万９,０

００円ですが、これは、平成２９年度から継続４年計画でやっております。平成３１年度

においては、熱源の専用機器の更新であります。１８節備品購入費の１６万２,０００円

については、平成１６年度に購入した３連式パネルスクリーンの更新でございます。３目

予防費１,９１５万８,０００円ですが、ここで、８節報償費で７２万７,０００円があり

ます。そのうち、謝礼金で７２万７,０００円ですが、この中には、臨時歯科衛生士分が

５１万１,０００円、臨時の歯科医師分が２１万６,０００円計上してございます。

議会でも報告させていただいておりますけれども、現在、荒川歯科医師が、５月までは

陸別で診療しますけれども、６月から札幌へ転出するということでございます。歯科検診

に支障を来しますので、その臨時の歯科医の謝礼金でして、帯広市内から派遣をしていた

だくと。十勝総合振興局保健所を通して、十勝医師会に要請をして、ある程度もう固まっ

ておりますけれども、臨時で来ていただけると、そういうことで謝礼金を見てございま

す。１回当たり謝礼金は５万円でして、それに車代、帯広ということで３,８６０円を足

して、１回当たり５万３,８６０円です。その４回分、２１万５,４４０円を見てございま

す。冬期間もございますので、１４節使用料及び賃借料でハイヤー利用料を７万円の２回

分を、１４万円を見てございます。なお、後ほども説明させていただきますけれども、小

学校費、中学校費においても同様に計上しておりますので、あらかじめ御了承をいただき

たいと思います。

１１節需用費７７万７,０００円です、消耗品の中に特定健診用の消耗品として、マル

チマーカーソフト３５万７,０００円を含んでございます。１０１ページ、１３節委託

料、検診業務８４４万９,０００円、予防接種業務６０５万円、これは、資料ナンバー１
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から６、２９－１から６をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思いま

す。なお、新規検診事業として、資料にもありますけれども、脳ドック２０人分を新規事

業として追加計上してございます。１４節使用料及び賃借料で、先ほど説明しました臨時

医師のハイヤー借上料、賃借料１４万円でございます。２０節の扶助費、これは償還払い

ですが、妊婦健康診査費が１１万２,０００円、道外で受診の場合ですが１人分。インフ

ルエンザワクチン接種費助成１８万円は、延べ４５人分。次のページ、特定不妊治療費助

成金９０万円については、１人６回。肺炎球菌予防接種費助成については２万円の５人

分。妊婦検診交通費助成金５８万８,０００円については、１５人分の１６回。日本脳炎

予防接種費助成については４万円、３人の２回。ロタウイルスワクチン助成２万４,００

０円は、１人３回。不育治療費助成は１０万円、１人１回。新生児聴覚スクリーニング検

査費助成７万５,０００円は、１５人分。風疹予防接種費助成が４万４,０００円の２人、

２回分でございます。４目の環境衛生費は、墓地・火葬場の維持管理費と畜犬等の事務に

係る予算を計上しております。４節の共済費から１１節需用費、１２節役務費も例年どお

りの計上ですが、１０３ページ、中ほどにごみ処理手数料１３万２,０００円がございま

す。これは事業系の一般廃棄物処理手数料でして、墓地の草刈りの草の搬入をストック

ヤードのほうへするということで、その費用でございます。

１３節委託料で、２段目の墓地周辺整備及び清掃３５１万円ですが、実は、墓地の手す

りと階段をつける予算でございまして、墓参道路をずっと上がって火葬場を過ぎていく

と、右側に駐車場がございます。山手側に上る上りの坂がございますけれども、あそこの

ところ、最初のところにまず手すりをつけると。その上のほうに階段と手すりをつけると

いう内容でして。実は、これも本来なら６月になるかと思うのですが、８月のお盆までに

間に合わせるとなれば、当初予算に計上して何とか７月までには終わらせて、墓地の参拝

される方に負担の軽減をしたいなと、そういう思いで当初予算に計上してございます。１

８節備品購入費については、火葬場の消火器１本の購入でございます。５目診療所費、直

診会計の操出金１億９,０８４万２,０００円ですが、昨年も説明したかと思いますけれど

も、平成３０年度では特別交付税と普通交付税で６,７７６万１,０００円ほど算入されて

おりますので、これは金額が平成３１年度も同様に算入されていくのかなと、そのように

思ってございます。４款衛生費の２項清掃総務費、１９節負担金補助及び交付金で十勝圏

複合事務組合１７１万５,０００円でございます。ただ、４月１日から十勝圏複合事務組

合に統合になりますけれども、十勝川の浄化センターの下水道処理施設に当町の汲み取り

糞尿を搬入して処理するということでありますが、それに掛かる負担金でございます。汚

水処理施設運用負担金が１１９万３,０００円。中島処理場の廃止分担金が３８万円。下

水道施設建設負担金が３万４,０００円。同じく、その管理負担金が１０万８,０００円の

内訳となります。２目の塵芥処理費、４月１日から御存じのとおり一般廃棄物の十勝広域

化がスタートしますが、ごみ処理方法などについて、まずは事業系の一般廃棄物について

は、昨年の１２月２０日に町内の事業者の方に説明をしております。あわせて役場内にお
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いても、１２月１７日に説明会をしております。家庭系の一般廃棄物につきましては、町

民の皆さんを対象に２月４日から１３日まで説明会を開催してございます。それと、合わ

せて自治会に出向いて説明会も実施をしてきたところでございます。

９節旅費から１２節役務費、１１節需用費、次のページ、１３節委託料、１４節使用

料、１８節備品購入費までは、例年の考え方ですけれども、１０５ページでごみ処理手数

料１６０万３,０００円、これが新規でございます。これは、町のストックヤードから帯

広のクリーンセンターへ搬入する部分の事業系一般廃棄物の処理手数料。それとストック

ヤードからポントマムにあります処分場、エコシステムへの木くずなどの搬入。その手数

料１６０万３,０００円でございます。なお、４月１日から処理体制については、御存じ

のとおり町内の収集地区は、変更がございません。料金、ごみ袋についても据え置きでご

ざいます。ただ、生ごみの小さい袋はなくしましたけれども、料金の改正としては、処理

券２００円を３００円に改正をして、条例改正の議決をいただいております。事業系一般

廃棄物の処理料金ですが、１キロ１２円を１０キロ２２０円に改正をしてございます。一

般搬入ですが、比率はよろしいのですけれども、現在は、従来、偶数の月の日曜日１日で

したけれども、４月以降は、毎月第２・第４の土日、午前中の受け入れに拡大をしてござ

います。資源ごみについては、基本的には、ストックヤードで受け入れをして、ストック

ヤードから足寄下愛冠銀河クリーンセンターへ再資源化するごみについては、搬入をする

と。それ以外については、全て帯広のクリーンセンターに搬入をするということになりま

す。１３節委託料ですが、下から２行目の５,０００万円ということになります。１８節

備品購入費は１２５万円、これは消火器２本とストックヤードに係る作業用備品１２０万

９,０００円でございます。１９節負担金補助及び交付金の２,８７６万１,０００円、十

勝圏複合事務組合の負担金が１,５３９万１,０００円、一般廃棄物処理負担金１,３３４

万６,０００円は、足寄町への負担金です。内容は、銀河クリーンセンター分の維持管理

に係る負担金でございます。十勝圏複合事務組合の負担金１,５３９万１,０００円は、主

要事業でも説明をさせていただきましたけれども、ことしの４月からは、池北三町と清水

町が十勝広域に参加するということですが、陸別町としては、クリーンセンターの運営分

担金が８５０万３,０００円。最終処分場の運営分担金が２１６万８,０００円、加入負担

金として、クリーンセンター分が３３７万６,０００円、最終処分場の負担金が８２万４,

０００円。この加入負担金については、５年間で納入するということになってございま

す。池北三町ともこの加入負担金については、５年間で負担をするということに組合とは

協議が整ってございます。施設設備分担金として、クリーンセンター分で５２万円の内訳

となっております。

４款の衛生費３項水道費１目専用水道、小利別の専用水道に係る予算でございまして、

戸数は２４戸の３８件でございます。１１節需用費から１２節役務費までは例年どおりの

計上ですし、１３節委託料でも施設設備保守管理から水道施設運転管理までは、例年どお

りの計上。管路移設で１１２万８,０００円ですが、これは平成１１年に道営中山間整備
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事業、銀河地区で整備をした小利別の１号減圧水槽配電管の移設でございます。延長が１

００メートルでして、これは道営事業の装置整備事業をやっておりますけれども、それに

支障を来すということで、平成３１年度にその移設をするということでございます。水道

費については、簡水会計への操出金１億８９２万１,０００円でございます。１０８ペー

ジ、５款労働費、１項労働諸費１目労働諸費ですが、１１６万２,０００円については、

４節共済費から１９節負担金補助及び交付金までは例年どおりの計上、補助金の中で振動

病予防対策事業２１万６,０００円は、４０人分でございます。緊急雇用対策費は、廃目

となっておりますが、昨日議決いただきました補正予算で繰越明許費で３５６万３,００

０円ほど見てございます。その下、雇用再生対策費、これについても廃目ですが、同様に

補正予算で繰越明許費で３０８万円を計上してございます。

６款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費については、１節報酬から１９節負

担金補助及び交付金までは例年どおりの計上でございます。１１０ページで、１３節委託

料４９万９,０００円ですが、これはＷindows７から１０へのサポート終了に伴うパソコ

ン一式とライセンス一式の更新３８万９,０００円を含んでございます。２目農業総務費

については、職員の人件費、２節給料から４節共済費でございます。３目農業振興費７,

２８０万５,０００円ですが、大きなものとしては、中山間地域直接支払事業が主な内容

でございます。予算としては６,１２４万９,０００円を計上してございますし、内訳とし

ては、７節賃金で１３万円、９節旅費で６５万８,０００円、１１節需用費で５万円、１

９節負担金補助及び交付金で６,０４１万１,０００円の計上でございます。

１１３ページ、補助金でございます。農業関係制度資金利子補給事業２６９万７,００

０円については、資料ナンバー３０をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたい

と思います。農林推進協議会運営事業２１１万３,０００円については、協議会の運営事

業が２８万円、担い手対策で５６万円、廃棄物処理で１２７万３,０００円の内訳でござ

います。その下の農業経営基盤確立資金利子補給事業３５万１,０００円と、二つ飛ん

で、陸別町農業近代化資金利子補給事業３２６万５,０００円については、資料ナンバー

３１をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。その上の新農業人

育成事業４７万４,０００円も資料ナンバー３２をつけておりますので、後ほどごらんを

いただきたいと思います。その上の農業次世代人材投資資金１５０万円、これは旧青年就

農交付金と同様でございます。４目畜産業費でございます。６,９４３万２,０００円、８

節報償費から、次のページ、２７節公課費までは例年どおりの計上でございます。２１節

貸付金の６,０００万円については、優良家畜の貸付金でして、資料３３をつけておりま

すので、後ほどごらんをいただきたいと思います。５目農地費１億４,９８２万３,０００

円ですが、ここの予算は、道営事業が主な内容になります。まず一つ目は、農業競争強化

基盤整備事業、陸別地区草地畜産基盤整備事業でして、資料ナンバー８をつけております

ので、後ほどごらんをいただきたいと思いますが、これは、まず予算が５,５７３万８,０

００円ございます。７節賃金で２５万３,０００円、９節旅費で７万８,０００円、１１節
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需用費で１５万１,０００円、１２節役務費で２万９,０００円、１４節使用料及び賃借料

６５万円、１９節負担金補助及び交付金で５,４５７万６,０００円です。事業費は２億

１,８００万円の２５％分、５,４５０万円が地元負担金。土地連の負担金が７万６,００

０円。

繰越明許費分がございます、１９節負担金補助及び交付金で６,０００万円の２５％

分、１,５００万円です。これは、補正予算で議決をいただいておりますが、平成３１年

度の事業費として、今、説明しました平成３１年度分の現年度分が２億１,８００万円の

事業費で、繰越明許費の事業費が６,０００万円、合わせて２億７,８００万円の事業費で

ございまして、それの２５％分の地元負担分６,９５０万円の事業となります。

二つ目が、道営農地整備事業、これはトマム地区でございます。事業費が５,５０４万

５,０００円でして、９節旅費が６万７,０００円、１１節需用費が７万３,０００円、１

２節役務費が４万６,０００円、１３節委託料が４２９万４,０００円、１４節使用料及び

賃借料が８万４,０００円、１７節公有財産購入費が５４万３,０００円、１９節負担金補

助及び交付金が４,９９３万８,０００円です。事業費が２億２,０００万円ですので、そ

れの２２.５％分、４,９５０万円と土地連負担金４万３,０００円の内訳となります。

同じく、道営農地整備事業の中斗満地区ですが３,４１０万３,０００円。９節旅費が７

万８,０００円、１１節需用費が６万２,０００円、１４節使用料及び賃借料が５万円、１

９節負担金補助及び交付金が３,３９１万３,０００円です。事業費が１億５,０００万円

の２２.５％、３,３７５万円の地元負担金と、土地連への負担金１６万３,０００円で

す。

道営農道整備特別対策事業の中陸別地区３１０万７,０００円ですが、９節旅費で６万

７０００円、１１節需用費で４万円、１９節負担金補助及び交付金で３００万円、事業費

が６００万円の地元負担分５０％で３００万円です。それ以外の農業施設の管理事業とし

て１７９万円、これは１３節委託料で１５８万４,０００円、１６節原材料費で２０万円

の内訳でございます。なお、資料ナンバー３４－１にトマム・中斗満地区、３４－２に中

陸別地区、３４－３に３地区の年度別事業計画をつけておりますので、箇所図と合わせて

ごらんをいただきたいと思います。

次のページ、１１６ページ、１３節委託料、用地確定測量等４２９万４,０００円です

が、道営事業トマム地区の延長９１０メートルの用確、１７節公有財産購入費、土地購入

費５４万３,０００円は、畑１,８０７平米の土地購入費でございます。１１７ページの一

番上、農業競争力強化基盤整備事業負担金５,４５０万円は、先ほど説明した２億１,８０

０万円の需用費に対する２５％分の負担金でございます。これも資料ナンバー８をつけて

おりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。６目の営農用水管理費、これは

上陸別地区３０戸、３７件分の３,２３１万４,０００円。登良利地区１８戸、２１件分の

６４６万６,０００円。それと、道営担い手畑地帯総合整備事業、第２上陸別地区分で３,

８９４万円の予算となってございます。
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内訳としては、まず上陸別地区３,２３１万４,０００円ですが、１１節需用費で２２７

万５,０００円、１２節役務費で１９万１,０００円、１３節委託料で１,０８９万１,００

０円、１４節使用料及び賃借料で４,０００円、１５節工事請負費で１,８２３万５,００

０円、１８節備品購入費で７１万８,０００円。登良利地区６４６万６,０００円ですが、

１１節需用費で１６６万３,０００円、１２節役務費で１７万３,０００円、１３節委託料

で４４６万６,０００円、１８節備品購入費で１６万４,０００円です。第２上陸別地区に

ついては３,８９４万円ですが、９節旅費で３万４,０００円、１１節需用費で８万円、１

４節使用料及び賃借料で２１万円、１９節負担金補助及び交付金で３,８６１万６,０００

円です。地元負担分ですが、事業費が１億円の２７.５％で２,７５０万円と町単独分で

１,０９６万６,０００円、土地連負担金１５万円の内訳となってございます。これについ

ても、繰越明許費がございまして、繰越明許費５万９,３５３円ですが、資料ナンバー９

と３５、同じ資料ですけれども、補正予算では、資料ナンバー９で説明したと思います。

その内訳でございますが、１１節需用費で２万円、１４節使用料及び賃借料で１２万６,

０００円、地元負担金は１億５,３４０万円の２７.５％で４,２１８万５,０００円、町単

独分で１,６８２万２,０００円、土地連負担金が２０万円で、合わせて繰越明許費分は１

９節負担金補助及び交付金は５,９２０万７,０００円です。

平成３１年度分の事業費が１億円、繰越明許費分が１億５,３４０万円、合わせて２億

５,３４０万円の事業費でして、その地元負担分が合わせて６,９６８万５,０００円。町

単独分が平成３１年度分が１,０９６万６,０００円、明許分が１,６８２万２,０００円

で、町単独分が２,７７８万８,０００円となります。全体事業費としては、２億８,１１

８万８,０００円の事業ということになります。９節旅費から１１節需用費、１２節役務

費、１３節委託料、１４節使用料及び賃借料については、１５節工事請負費も１８節備品

購入費、１９節負担金補助及び交付金も含めて、今、説明した内訳でございますが、１５

節工事請負費、配水管新設１,８２３万５,０００円は、上陸別地区の畠野さんから小田さ

んまでの間の７６６メートルの配水管の新設工事でございます。１１９ページの２行目、

道営土地改良事業地元負担分３,８４６万６,０００円は、第２上陸別地区の１億円の事業

に対する２７.５％、２,７５０万円と町単独分１,０９６万６,０００円の内訳でございま

す。７目公共草地管理費１５１万３,０００円ですが、平成３０年度まで実施しておりま

した１５節工事請負費の登良利草地の配電線線路の改修工事は、平成３０年度で終了して

おりますので、４節共済費から１４節使用料及び賃借料までは、例年どおりの計上でござ

います。

８目の農畜産物加工研修センター管理費１,６４０万１,０００円ですが、２節給料から

１２節役務費、次のページの１６節原材料費までは例年どおりの計上ですが、この中で、

農畜産物の製造・販売事業３１２万６,０００円を見ております。４節共済費で２,０００

円、７節賃金で６５万円、９節旅費で３万４,０００円、事業費で１１２万６,０００円、

１２節役務費で１５万５,０００円、１６節原材料費で１１５万９,０００円の内訳でござ
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います。なお、１２節役務費で下から２行目、食品衛生法営業許可申請１１万３,０００

円がございます。これは、７種品目の食品営業許可の更新でございます。食肉製品製造、

菓子製造、味噌製造、総菜製造、食品の冷凍・冷蔵業、食肉販売業、漬け物製造業。この

７品目は、平成２４年の８月と平成２４年の１２月に免許を取得しておりますが、ことし

の９月と来年２月に期限が切れますので、その更新でございます。それが１１万３,００

０円となります。その下、生ごみのごみ処理手数料３万円がございます。新規でございま

す。

１２２ページ、６款農林産業の２項林業費１目林業振興費でございます。１節報酬から

１２４ページまでは、例年どおりの計上でございますが、まず、９節旅費で１２３ページ

の旅費、普通旅費３万４,０００円、それから、その前のページの７節賃金４２万８,００

０円、１１節需用費の消耗品費４９万４,０００円のうちの３７万５,０００円、燃料費の

３万７,０００円、車両借り上げ料１４万８,０００円、１５節工事請負費２,２００万４,

０００円については、小規模治山弥生地区に係る予算でございます。合わせて２,３０２

万６,０００円でございます。弥生地区についても平成３１年度で完了予定でございま

す。資料ナンバー３６に箇所図をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思

います。

１２４ページです。１９節負担金補助及び交付金ですが、負担金の下から二つ目、森林

整備担い手対策推進事業９４万１,０００円は４０人分。補助金の退職金共済制度加入促

進事業１５６万２,０００円については５６人分。一つ飛んで、林業長期就労促進担い手

対策１０６万円、これは４７人分でございます。その一つ上、民有林造林促進事業、通称

民造ですが、３,３３６万１,０００円、一つ飛んで未来につなぐ森づくり推進事業１,３

４７万２,０００円については、資料ナンバー３７をつけておりますので、後ほどごらん

をいただきたいと思います。２目の狩猟費、７節賃金から１９節負担金補助及び交付金ま

では、例年どおりの計上でございます。１２５ページの１９節負担金補助及び交付金、有

害鳥獣駆除従事者育成補助金２名分、７万６,０００円を計上してございます。３目の林

道施設改良費４,１００万８,０００円については、林道改良工事でして、陸別薫別支線２

４０メートルでございます。これも、陸別薫別支線についても平成３１年度で完了予定で

して、全体事業費は３,０５４万４,０００円ですが、７節賃金で４２万８,０００円、９

節旅費で９万円、１１節需用費で３６万４,０００円、１４節使用料及び賃借料で３５万

４,０００円、１５節工事請負費で２,９３０万円の内訳となってございます。１３節委託

料１４１万３,０００円については、ポントマム川沿線舗装補修１００メートル、それか

ら林道山道線の標識の新設が主な内容でございます。次のページ、１５節工事請負費、先

ほど説明しました林道ポントマム川沿線Ｌ１０メートル、まず林道のり面補修工事１１２

万９,０００円は、林道ポントマム川沿線延長１０メートルの工事。林道維持管理工事６

１７万２,０００円については、東トマム高台線側溝整備延長１００メートル、路面配水

４０カ所、クンネベツ２号線の路面排水１カ所、クンネベツ３号線の路面排水１カ所が主
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な内容です。林道改良工事２,９３０万円が、陸別薫別支線延長２４０メートルでござい

ます。

７款商工費、商工総務費については、人件費でございます。

○議長（宮川 寛君） 昼食のため、午後１時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時００分

再開 午後 １時００分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治） １２７ページ、２目商工振興費から説明いたします。

１９節負担金補助及び交付金で、下から３行目、商工振興事業、これは商工会の補助金

でして、資料ナンバー３９をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思いま

す。

次のページ、３目観光費です。９節旅費から１９節負担金補助及び交付金まで、例年同

様の計上ですが、今現在、確定しているイベントの開催予定日ですが、まず、４月２７日

にりくべつ鉄道がオープンになります。５月１２日にスーパーターマック、５月１９日が

オフロードバトル、５月２６日が町民植樹祭、多分、この日は、春の消防演習もこの日に

なるかと思います。６月２日が農業祭、７月６日がしばれロックフェスティバル、７月２

０日から２１日がふるさと銀河線鉄道まつり、７月２７日が屋台村、７月の中下旬から８

月の上旬がサマーイン陸別、８月４日が道新オフロードレース、８月１３日が夏まつり、

９月２１日がラリー北海道の陸別ステージ、１０月６日が町民登山会とラリー十勝、１０

月２７日が日産こがらしマラソン、この日、１０月２７日がりくべつ鉄道の最終運行日

と。年が明けて、２月の１日・２日がしばれフェスティバルということになります。

次のページ、４目公園費についても、例年どおりの計上ですし、５目の消費者対策費も

例年どおりの計上です。

８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費、２節給料から１９節負担金補助及び交

付金までも例年どおりの計上です。１目と２項の道路橋りょう費、１目の道路橋りょう総

務費、１３３ページですけれども、建設課の管理車両１０台、その維持管理費２,１７２

万３,０００円、これは車検７台も含んでおります。それと道路台帳の作成と修正が１７

７万１,０００円であります。２目の道路維持費、１１節需用費から１２節役務費まで

は、例年どおりですけれども、１３節委託料で７,８６０万２,０００円、道路維持管理

２,５９３万８,０００円、道路維持補修１,２９４万３,０００円、三つ飛んで、路面補修

１,０７６万４,０００円については、この三つについては、資料ナンバー４０をつけてお

りますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。区画線の設置３０７万８,０００

円は、陸別薫別線ほか９路線。管渠清掃２７１万７,０００円は、保育所本通りほか４路

線の清掃です。１５節工事請負費４,６０６万円は、町道法面の補修工事。２,０３３万

９,０００円、これも資料ナンバー４０に記載をしております。町道補修修繕工事１,４２
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１万２,０００円、排水整備工事１,１５０万９,０００円についても、資料ナンバー４０

をつけております。後ほどごらんをいただきたいと思います。３目の橋りょう維持費、こ

れは箇所図ナンバー４１をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思いま

す。１３節委託料２,７００万円、測量試験費ですが、これは共和橋と通学橋の２橋の測

量試験、それから橋りょう長寿命化の個別計画の策定、１５節工事請負費７,４００万

円、橋りょう補修工事、弥生橋と蹄橋の工事です。４目の道路新設改良費、これは資料ナ

ンバー４２に箇所図をつけております、後ほどごらんをいただきたいと思います。この科

目は、町道トマム川沿線延長３００メートルの予算でして、７節賃金から１９節負担金補

助及び交付金まででございます。５目街路灯費、１１節需用費、これら街路灯１８２灯の

電気料と修繕料です。

３項河川費、１目の河川総務費、１３節委託料河川管理費１４０万円については、下の

沢川ほか２河川の河道の整備。これ資料ナンバー４３をつけております。後ほどごらんを

いただきたいと思います。４項住宅費、１目住宅管理費、９節旅費から、次のページ、１

３節委託料までは例年どおりの計上です。１５節工事請負費、公営住宅改修８３５万５,

０００円は、資料ナンバー４４に箇所図をつけております。つつじヶ丘団地の電気温水器

更新Ｅ棟、Ｆ棟１２戸分です。２目の住宅建設費、これは資料ナンバー４５に箇所図をつ

けております。これは、社会資本整備交付金事業でして、新町団地の９棟ある棟、２棟６

戸と外構工事に係る予算でございます。９節旅費から２７節公課費まででございます。５

項下水道費、１目下水道費は、公共下水道特別会計操出金９,８６２万１,０００円でござ

います。

９款消防費、１項消防費１目消防費１億６,８０６万８,０００円ですが、１点目は、常

備消防、消防署に係る分、１９節とかち広域消防事務組合負担金１億５,２３１万２,００

０円でございます。内訳については、１８７ページから１９０ページであります。後ほど

ごらんをいただきたいと思います。

消防団に係る予算１,５７５万６,０００円でございます。１節報酬、９節旅費、１０節

交際費、１１節需用費、１２節役務費は例年どおりの計上ですし、１３節委託料について

も昨年度から防火水槽・消火栓設置カ所の草刈りですとか除雪１３６万円を見ておりま

す。１８節備品購入費１７万５,０００円は、消防団員新入団員１名分の防火衣などで、

１９節負担金補助及び交付金でとかち広域消防事務組合１億５,２３１万２,０００円につ

いては、本部共通経費で１,０６８万６,０００円、消防署費で１,４６０万７,０００円、

消防施設費で２３１万６,０００円。この消防施設費２３１万６,０００円は、消防庁舎の

トイレ改修でございます。洋式便器への交換、小のセンサー交換、洗面台の更新でござい

ます。職員の人件費が１億２,８２３万７,０００円と予備費１０万円でございます。これ

らから退職手当組合の清算金２９５万円、高速道路の遅延金４８万９,０００円、繰越金

の１９万５,０００円を引いた額が１億５,２３１万２,０００円でございます。

次のページ、２目の災害対策費７１万円ですが、これも例年どおりの計上ですが、１１
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節消耗品で１１万４,０００円のうち、非常用飲料水９万７,０００円を含んでございま

す。食糧費１７万８,０００円の中には、非常用の備蓄用の食糧１３万９,０００円を含ん

でございます。

１０款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費１５０万１,０００円。１節報酬か

ら、次のページの１９節負担金補助及び交付金までは、例年どおりの計上。２目事務局費

１億５,２６４万１,０００円についても２節給料から１９節負担金補助及び交付金まで例

年どおりの計上ですが、１３節委託料で５３５万４,０００円。実施設計教員住宅２棟３

戸分。１５節工事請負費教員住宅建設で４,５６２万３,０００円、１棟２戸の建設と１棟

２戸の解体でございます。追加資料のナンバー２をお開きください。追加資料のナンバー

２は、平成３１年度の教員住宅の建てかえ実施設計の位置図でして、まず、教員住宅建て

かえ計画。斜線で囲っております平成３１年度住宅番号５０号、５１号。これは、下の図

面でございますが、斜線で張ってある横の５０（６１.７５平米）解体、５１の解体でご

ざいます。これは、１棟２戸ですが、今度平成３１年度においては、Ｅ－１、２として１

棟２戸の建てかえ工事をすると。それと、平成３２年度、平成３３年度で１棟２戸と１棟

１戸の工事がございますが、今年度実施設計で見ている部分でございます。まず、右側の

ほうの下、下陸別と書いてあるところに建てかえで４７号、その下が４８号、４９号と。

それぞれ１棟１戸ずつでございますけれども、今年度実施設計をして、平成３２年度にお

いてまず４８、４９の１棟２戸にした建物に建てかえをすると。そして、平成３３年度で

４７の１戸を建てて、この建てかえ工事は完了するということになります。

予算書１４６ページにお戻りください。教員住宅建設事業は５,９０８万１,０００円の

予算でございまして、１２節役務費で３万円。１３節委託料で５３５万４,０００円。１

５節工事請負費で５,３１５万円。１８節備品購入費で５４万７,０００円の内訳となって

ございます。１４７ページ、２１節貸付金、奨学資金６４８万円ですが、高校生が５人、

これは新しい制度。大学生９人ですが、旧制度が２人、新制度が７人ということでなって

ございます。３目教育振興費１,３３２万３,０００円。１節報酬から、次のページの１９

節負担金補助及び交付金までは例年どおりの計上です。この中で、１９節負担金補助及び

交付金ですが、２０２万９,０００円、交付金関係。それから、学習支援事業で５１６万

５,０００円ございます。４節共済費で７４万１,０００円、７節賃金で４４２万４,００

０円です。英語指導助手招聘事業５３２万２,０００円もこの中に含んでございます。４

節共済費で１０６万１,０００円、７節賃金で３６０万円、９節旅費で１８万７,０００

円、１１節需用費で２７万７０００円、１２節役務費で６万３,０００円、１３節委託料

で４,０００円、１４節使用料及び賃借料で２万６,０００円、１９節負担金補助及び交付

金で１０万４,０００円となってございます。あと、経常的な経費として８０万７,０００

円ほどこの中に含まれてございますが、１節報酬で４万３,０００円、８節報償費で６０

万４,０００円、９節旅費で９万８,０００円、１１節需用費で２,０００円、１３節委託

料で７万４,０００円、１９節負担金補助及び交付金で７万６,０００円。これについて
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は、経常経費については、例年どおりの計上でございます。８節報償費・謝礼金で４１万

円ございますが、これは、療養指導が８回、言語聴覚指導関係が７回、スクールカウンセ

ラーが４回分などが内容でございます。

１４９ページ、４目スクールバス運行管理費、これについては例年どおりの計上です。

５目の教育研究所費についても、例年どおりの計上でございます。１５０ページ、２項小

学校費１目学校管理費です。先ほど、４款衛生費のほうで説明しましたけれども、８節報

償費・謝礼金１６万２,０００円。これは、臨時歯科医師３回分でございます。１１節需

用費からは、例年どおりの計上でございます。１５２ページで、車両借上料５万３,００

０円については、臨時歯科医師ハイヤーの借上料１回分でございます。教育振興費につい

ては、１１節需用費から２０節扶助費までは、例年どおりの計上ですが、１３節委託料の

コンピュータ機器管理６５万６,０００円。これは、前年度から見ると２６万７,０００円

ほどの増。２３節償還金利子及び割引料２,０００円は譲渡事業償還金です。これは、Ｗi

ndows７のサポート終了に伴うＷindows１０への更新ですが、サーバーの更新ですとか、

ネットワーク回線システムの改修でございます。

資料ナンバー４６をお開きください。資料ナンバー４６は、陸別小学校・中学校コン

ピューター整備事業です。この小・中学校コンピューター整備の背景は、一つとして平成

３２年、来年の１月１４日にＷindows７のサポートが終了するということ。２点目に、平

成２９年１０月、教育情報セキュリティポリシーガイドラインが国によって策定されまし

た。内容としては、①から④まであると。２番目に、現状の運用方法がございます。小学

校では、パソコン教室には端末が２１台ございます。職員室には、サーバー２台と教員用

の端末が１８台。中学校が、職員室にサーバー２台と教員用１７台、パソコン室には２２

台ございます。更新後の運用方法については、ここに記載のとおりですが、基本的には端

末機は再利用するということ、つまり小学校で３９台、中学校で３９台、合わせて７８

台。これについては、再利用するということです。小学校のサーバー２台、小学校の職員

室にあるサーバーと中学校のサーバー２台、中学校のパソコン室にあるサーバー２台、

サーバー７台の更新とインターネットなどのネットワーク回線の改修が主な内容です。

それで、資金計画でございます。北海道市町村備荒資金組合防災資機材譲渡事業という

事業名で、小中学校の職員室用で１,４１１万２,０００円の元金でございます。小学校パ

ソコン室については７８８万３,０００円、中学校パソコン教室については７７５万６,０

００円、合わせて２,９７５万１,０００円です。総務費のほうで説明しましたけれども、

平成３１年度については利息分ということで、小中学校については２,０００円、小学校

については１,０００円、中学校は１,０００円、合わせて４,０００円の償還と。平成３

２年度から平成３５年度で元利の償還をするということで、合計しますと２,９７６万６,

０００円ということになります。利息分は、５年償還で１万５,０００円の増ということ

で、有利な貸付制度ということで、このたび、この制度を活用して更新をするという内容

です。
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ちなみに、庁舎用ですが、元金が４１９万１,０００円。庁舎用の４１９万１,０００円

は、端末機８０台の更新です。平成３１年度については１,０００円、平成３２年度につ

いては１０５万４,０００円、平成３３年度については１０４万７,０００円、平成３４年

度については１０４万６,０００円、平成３５年度も１０４万６,０００円で合わせて４１

９万４,０００円で、庁舎については３,０００円分の利息の増となります。合わせます

と、元金は３,３９４万２,０００円、平成３１年度分については５,０００円、平成３２

年度分については８５０万８,０００円、平成３３年度については８４８万５,０００円、

平成３４年度については８４８万２,０００円、平成３５年度については８４８万円とい

うことで、各年度間の１,０００円単位の端数調整はございますけれども、合計でも３,３

９６万円ということで、元金から見ると利息１万８,０００円ほどの増ということで、低

金利で貸し付けを受けて、備荒資金組合に５年間をかけて償還利率として返していく内容

でございます。

それでは、予算書の１５３ページをお開きください。２項小学校費の２目教育振興費１

９節で負担金補助及び交付金、給食費補助事業５１８万４,０００円は１０８名分。修学

旅行交付金１６万円は６年生１６名分でございます。３項中学校費１目学校管理費。８節

報償費５万４,０００円、これは臨時歯科医師の健診１回分でございます。１１節需用費

から１２節役務費は、例年どおりの計上でして、１３節委託料についても例年どおりの計

上ということになります。２目教育振興費。１１節需用費から次のページの１８節備品購

入費までは、例年どおりの計上でして、１９節負担金補助及び交付金で給食費補助事業２

４９万４,０００円は生徒４３人分、修学旅行は４２万円で３年生１４人でございます。

２３節償還金利子及び割引料２,０００円については、今、説明した資料ナンバー４６で

ございます。後ほどごらんをいただきたいと思います。次に、４項社会教育費、１目の社

会教育総務費ですが、ここは、全体事業費で説明をしたいと思います。社会教育総務費の

経常経費として４５万８,０００円を計上しています。１節報酬で１２万５,０００円、９

節旅費で２０万３,０００円、１１節需用費で３万７,０００円、１９節負担金補助及び交

付金で９万３,０００円です。この科目には、成人式の開催事業で２５万円ほど計上して

います。８節報償費で９万４,０００円、１９節負担金補助及び交付金で１５万６,０００

円、文化祭の開催事業２５万円も計上しています、これは１９節負担金補助及び交付金で

２５万円です。社会教育推進事業７５万７,０００円ほど計上していますが、８節報償費

で６４万６,０００円、１１節需用費で４万４,０００円、１９節負担金補助及び交付金で

６万７,０００円です。ジュニアリーダー養成講習会参加事業２万８,０００円ですが、１

９節負担金補助及び交付金で２万８,０００円を計上してございます。団体補助金等交付

金５１万８,０００円は、１９節負担金補助及び交付金で５１万８,０００円。社会教育指

導員設置７７万４,０００円ですが、４節共済費で３,０００円、７節賃金で７０万６,０

００円、１１節需用費で６万５,０００円です。学童保育所指導員設置事業は５８６万８,

０００円です。４節共済費で７２万９,０００円、７節賃金で３９万１,２００円、９節旅



― 30 ―

費で１０万３,０００円、１１節需用費で１０２万８,０００円、１２節役務費で７万１,

０００円、１３節委託料で７,０００円、１９節負担金補助及び交付金で８,０００円、２

２節補償補塡及び賠償金で１万円です。地域学校共同活動事業４０万１,０００円。８節

報償費で２２万１,０００円、９節旅費で３万４,０００円、１１節需用費で９万５,００

０円、１２節役務費で５万１,０００円です。土曜授業推進事業１９万４,０００円も計上

しております。８節報償費で１４万８,０００円、１１節需用費で４万６,０００円でござ

います。１節報酬が、例年どおりの計上でずっときております。２目公民館費１,１１７

万５,０００円についても、８節報償費から１９節負担金補助及び交付金まで例年どおり

の計上でございます。３目文化財保護費１１９万円についても１節報酬から１９節負担金

補助及び交付金まで例年の計上、５項保健体育費の１目保健体育総務費、これも１節報酬

から１９節負担金補助及び交付金まで例年どおりの計上でして、２目体育施設費について

も７節賃金から１８節備品購入費まで例年の計上ですが、１８節備品購入費８万７,００

０円については、サッカーゴール、ゴールネット２張りと消火器２本でございます。３目

学校給食費５,８３８万８,０００円ですが、これは、職員人件費で１,４５１万７,０００

円、維持管理費経費が４,３８７万１,０００円です。財源内訳で、その他で３,５５０万

２,０００円については、基金取り崩した額が２,２００万円、給食費１,２０８万１,００

０円、社会保険料１４９万１,０００円の内訳です。一般財源として２,２８８万６,００

０円ございますが、人件費分で１,４５１万７,０００円、維持管理費分で８３６万９,０

００円の内訳となってございます。２節給料から１１節需用費、１２節役務費、１３節委

託料、２７節公課費まで、例年どおりの計上です。１６７ページ、１２節役務費で、下か

ら４行目、ごみ処理手数料２４万７,０００円。これは事業系一般廃棄物の処理手数料で

ございます。１３節委託料で、次のページ、上から２番目、廃棄処理８万８,０００円、

これは産業廃棄物の処理委託料でございます。

１１款災害復旧費の１項農林水産施設災害復旧費１目農業用施設災害復旧費、２目の林

業用災害復旧費、２項の公共土木施設災害復旧費、１目の道路橋りょう災害復旧費につい

ては、それぞれ例年どおりの計上でございます。

１２款公債費、１項公債費１目元金、２目利子。元金については５億１,２９２万７,０

００円。利子については３,０５２万７,０００円の計上です。なお、公債費の１８０ペー

ジに地方債の現在高見込み調書がございますので、後ほどごらんをいただきたいと思いま

す。１３款予備費１項予備費１目予備費は４００万円、前年同額です。以上で歳出を終わ

りまして、歳入１２ページに移ります。

１２ページ、歳入です。

まず、１款町税、１項町民税１目個人１億１,０３４万８,０００円ですが、現年度分で

１億１,０１１万３,０００円。前年度から見ると３６３万３,０００円ほど増になってお

りますが、これは営農所得と給与所得の増ということでございます。２目の法人１,４４

１万２,０００円、現年度分ですが、法人所得の微増で前年度並み１２０万ほどの増で予
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算を計上しています。２項固定資産税１目固定資産税ですが、１億６,４４０万４,０００

円。現年度分で１億６,４２９万９,０００円。前年度からみると若干の減額でありますけ

れども、大体前年度並みで計上をしてございます。２目国有資産等所在市町村交付金は、

７０５万７,０００円でございます。３項軽自動車税１目軽自動車税６６４万４,０００

円。現年度分で６６３万円については、車１,２２１台分でございます。２目環境性能

割、これは新しい名称でございますが、１０月１日から消費税が１０％になりますけれど

も、自動車取得税が廃止になります。１０月からの環境性能割額ということで、北海道か

ら示された算出方法で算出していますけれども、北海道が町分を含めて徴収をして、軽自

動車税環境性能割分として町に交付されると。それが２７万８,０００円ということでご

ざいます。４項たばこ税１目たばこ税ですが、１,９９２万１,０００円です。前年度から

見ると３７万８,０００円ほど減になっています。本数にすると３９万３,０００円ほどの

減となっておりますが、旧３級品のたばこ、わかばですとかエコーなどが１０月１日から

１,０００本につき４,０００円から５,６９２円、１,６９２円の増になると。旧３級品に

ついては、据え置き５,６９２円です。本数も減の割には、単価改正等によっての微減と

いうことで３７万８,０００円の減でございます。

２款地方譲与税、１項自動車重量譲与税１目自動車重量譲与税については、前年度ベー

スで計上してございます。２項地方揮発油譲与税２目地方揮発油譲与税についても同等で

ございます。３項森林環境譲与税、１目森林環境譲与税、これは国税ですが、追加資料１

をお開きください。追加資料１は、森林環境税・森林環境譲与税の資料でございます。森

林環境税、これは国税でして、平成３６年度から納税者から市町村が個人住民税均等割と

合わせて年額１,０００円が賦課徴収されるという税でして、現行均等割は３,０００円で

すので、今回の環境税１,０００円と合わせて４,０００円になるということです、平成３

６年度からですね、均等割の税改正がなければの話ですけれども、そのようになります。

森林環境税は、平成３１年度から平成３５年度までの国の譲与税特別会計で借り入れをし

て市町村へ譲与される名称だと。平成３７年度から平成４４年度の森林環境税から段階的

に償還をしていくということになります。目的ですが、森林吸収財源や森林の整備による

災害防止を図るために必要な地方財源を確保するため、森林環境税が創設されます。国民

に広く恩恵があることから、一人一人が等しく負担を分かち合って、国民みんなで森林を

支える仕組みとなっていますと。使途についてですが、未整備森林の整備や人材育成、担

い手確保等の林業の推進のための新たな取り組みに使う。既存事業への充当はできない。

また、複数年度での事業執行が可能だと。使途は、納税者に広くわかりやすく公表する義

務があるということで、市町村においては、基金を設置して事業の執行等税源の管理を行

う必要があるということで、この譲与税については、会計検査の対象になるということ

と、今現在のスケジュールとしては、ことしの９月までに基金条例を制定しなさいという

ようなことになっているようです。この下の税の仕組みですが、これは陸別町に交付され

る見込みの金額でございまして、昨年、北海道が試算したものでございます。これは、あ
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くまでも今時点での試算値でして、平成２５年度までの北海道がシミュレーションを仕立

てて、試算した額だということで御理解をいただきたいと思います。平成３１年度につい

ては１,２２０万円でございまして、平成４５年度には４,１４０万円が交付されるとい

う、現時点で平成４５年度までのシミュレーションでの試算値ということで押さえていた

だければというふうに思います。森林環境税を按分して、私有林人口面積で５０％、市町

村林業従事者数で２０％、市町村人口で３０％の按分となります。

予算書１３ページにお戻りください。地方揮発油譲与税も実績ベースでの計上、３款利

子割交付金についても実績ベースでの計上、次のページ、４款配当割交付金についても実

績ベース、５款株式譲渡等所得割交付金も実績ベースでございます。６款地方消費税交付

金についても、実績ベースでございまして、地方消費税交付分３,００７万７,０００円。

１０月からの２％アップ分については、平成３２年度からの収入になります。社会保障財

源交付金２,０４２万６,０００円については、１９１ページに社会福祉費、社会保険、保

健衛生にかかわる三つの事業の充当一覧がございますので、後ほどごらんをいただきたい

と思います。

７款自動車取得税交付金。１項自動車取得税交付金１目自動車取得税交付金について

は、４月から９月までということになります。

８款環境性能割交付金。これは、１０月からの消費税１０％に上がることによって、自

動車取得税交付金が廃止となります。それで、燃費基準を基準にしておりまして、平成２

７年、平成３２年の燃費基準に達している車を購入するときに、事前に定めた割合で割引

する制度だということでございます。環境性能割については、エコ化減税が適用されない

ということになっているようでございます。

９款地方特例交付金も実績ベースでございます。２項の子ども・子育て支援臨時交付金

１,０００円ですが、１０月１日から保育所の無償化がなるということで、現在、算定方

法を調整中ということのようです。科目存置として、予算を計上しておりますけれども、

来年の３月に概算で一部交付されると聞いてございます。これは、あくまでも平成３１年

度限りの臨時交付金ということで、平成３２年度以降については、１０款地方交付税の基

準財政収入額に算定されてくるという中身でございます。交付税です。１９億６,９０１

万３,０００円で、普通交付税が１７億８,９０１万３,０００円。前年度から見ると４.１

９％の減でして、７,８２９万円ほどの減。特別地方交付税については、前年同額１億８,

０００万円を計上しております。１１款交通安全対策特別交付金１,０００円について

は、科目存置となります。

次のページ、１２款分担金及び負担金、１項分担金１目農林水産業費分担金。農業競争

力整備事業分担金１,０９７万５,０００円です。これは、道営草地受益者分担金で、農家

と農協分の分担金。２項負担金１目民生費負担金については、老人福祉施設入所者の措置

費徴収金でして、町外老人ホーム入居者４名分の負担金です。１３款使用料及び手数料の

１目総合手数料、１節の行政財産使用料から２節福祉館等使用料、３節タウンホール使用
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料、４節ふるさと交流センター使用料、５節銀河の森宇宙地球科学館等使用料について

は、例年どおりの計上でして、ふるさと交流センターについては、利用者数を４,０１２

人と見込んでの計算でございます。コテージ等使用料１,６４５万７,０００円ですが、コ

テージの稼働率を３２.９％、８３７棟の稼働ということで計算をして１,８４５万７,０

００円で計上しております。２目の民生使用料１節老人福祉使用料は、福寿荘入居者の使

用料８人とショート１人の９名分。２節児童福祉使用料は、保育所園児４２人分と広域入

所保育料１名３歳児ですが、足寄町からの梅田さんのお孫さんになります。３節福祉住宅

使用料、からまつ入居者使用料で６戸分。３目衛生使用料１節保健衛生使用料・公衆浴場

は７,７６３人分、１９０万４,０００円の計上でございます。２節水道使用料４０５万円

については、小利別地区の専用水道２４戸の３８件分でございます。４目農林水産使用

料、１節農林水産使用料農畜産物加工研修センターの使用料９万９,０００円。２節営農

用水使用料５００万円。上陸別地区営農用水使用料２６０万円は、３０戸の３７件分。ト

ラリ地区営農用水使用料については２４０万円、１８戸２１件分でございます。６目土木

使用料、１節道路橋りょう使用料から２節河川使用料、３節住宅使用料、４節集会所使用

料については、実績ベースで計上。７目教育使用料についても１節社会教育使用料から２

節資料館使用料については、実績ベース。３節学童保育所使用料１８３万円は、児童３５

名を見込んでの計算でございます。１３款使用料及び手数料２項手数料、１目総務手数料

１節総務手数料から２目衛生手数料、１節衛生手数料、次のページ、２節水道使用料、３

目農林水産手数料１節営農用水手数料については、実績ベース、例年ベースでの計上でご

ざいます。ごみ処理手数料で１９３万４,０００円、これは、町のストックヤードに受け

入れする分の手数料でございます。

それから、１４款国庫支出金。１項国庫負担金１目の民生費負担金１節社会福祉費負担

金９,２８３万３,０００円ですが、１番目の国民健康保険事業保険基盤安定負担金は、国

保税の軽減分、保険財政支援分の２分の１。その次、障害者介護給付費負担金から下の低

所得者保険料軽減分までは、国の負担分２分の１分でございます。低所得者については４

０１名分、これは介護保険会計操出金の財源となります。その上の障害者相談支援負担金

７９万９,０００円は、５９人分でございます。先ほどの国保の保険基盤軽減分ですが、

これは国保会計操出金の財源に充当となります。

２１ページの２節の児童福祉費負担金、被用者児童手当負担金から中学修了前負担金に

ついては、児童手当分の歳入でして、障害者介護給付費負担金から子どものための教育保

育給付費負担金は、それぞれ２分の１の負担でございまして、障害児相談支援費負担金６

万７,０００円は４人分を計上してございます。

次のページ、２項国庫補助金の１目総務費補助金、１節総務管理費補助金です。地方創

生推進交付金２４２万５,０００円。これは、先ほど歳出でも説明しましたが、資料ナン

バー２１－１にありますので、後ほど御参照いただきたいと思います。３目土木費補助金

１節道路橋りょう費補助金については、橋りょう長寿命化修繕事業交付金５,９４０万
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円。２節住宅補助金、社会資本整備総合交付金、公営住宅新町団地の建設ですが５,８５

０万円。橋りょう長寿命化については、弥生橋、蹄橋の工事。共和橋、通学橋の測量設計

費などの補助金となってございます。３項委託金、１目総務費委託金、例年ベースの計上

でして、参議院選挙費が今回ありますので４３２万４,０００円の委託費の計上。民生費

委託金については、前年度同額を計上。１５款道支出金の１項道負担金、１目民生費負担

金、１節社会福祉費負担金、２段目の国民健康保険事業保険基盤安定負担金９１３万２,

０００円は、国保税軽減分でして、財政支援分が４分の３、７１６万４,０００円。保険

者支援分が４分の１、１９６万８,０００円。合わせて９１３万２,０００円で、これも国

庫負担金と同様に国保会計への操出金の財源充当となります。後期高齢者医療保険基盤安

定負担金１,０２４万３,０００円も、１,３６５万８,０００円の４分の３分でして、これ

も後期高齢者特別会計操出金の財源に充当されます。

その下、障害者介護給付費負担金２,３００万８,０００円から下から２番目の低所得者

保険料軽減分まで北海道の負担分４分の１分でございます。低所得者については４０１人

分、その上の障害者相談支援費負担金については５９人分でございます。２節児童福祉費

負担金１,１９１万２,０００円については、児童手当に係る負担金、特例給付負担金まで

です。障害者介護給付費負担金から障害者相談支援費負担金までは、４分の１分の負担

分。なお、障害者相談支援負担金は、４人分でございます。子どものための教育・保育給

付費負担金８３７万７,０００円は、保育所運営費ですけれども、４分の１分でございま

す。２項の道補助金、１目総務費補助金ですが、地域づくり総合交付金１０万円は、歳出

で説明しましたけれども、災害対策費の防災備蓄品整備事業費の関係、２３万６,０００

円の２分の１分で１０万円限度でございます。２目民生費補助金、１節社会福祉費補助金

からですが、重度心身障害者医療費補助金から次のページ、乳幼児医療費補助金までは、

実績、例年ベースでございますし、地域生活支援事業費補助金については、４分の１分、

３７万円。一つ飛んで、権利擁護人材育成事業補助金５８万４,０００円については、資

料ナンバー２８－２を後で見ていただくようにと思います。福祉車両購入助成補助金１５

２万４,０００円については、デイサービスの利用者送迎用の車両の購入に係る補助金で

ございます。２節児童福祉費補助金、子ども・子育て支援交付金３６４万９,０００円

は、保育所と学童保育所の運営に充当する補助金。保育料軽減支援事業費補助金３５万

１,０００円については、第２子の２歳児６名分です。国の基準額９,７５０円の６人の１

２ヵ月の２分の１でございます。

３目衛生費補助金１節保健衛生費補助金の妊産婦安心出産支援事業費補助金１９万６,

０００円は、１５人の１６回分の３分の１でございます。４目農林水産費補助金、１節農

業費補助金で２行目の農業経営基盤強化資金利子補給費補助金６０万６,０００円は、資

料ナンバー３０を後ほどごらんをいただきたいと思います。他については、例年ベースで

の計上でございます。

次のページ、農業競争力基盤強化特別対策事業７５２万５,０００円については、パ
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ワーアップ事業分でして、資料ナンバー８を後ほどごらんをいただきたいと思います。暗

渠排水３０.７ヘクタールの８,６００万円の８.７５％分、７５２万５,０００円。２節林

業費補助金、未来につなぐ森づくり推進事業補助金６７３万５,０００円は、資料３７を

後ほどごらんいただきたいと思います。これは、森林環境保全整備事業補助金１,３４８

万７,０００円は、町有林整備です。これと一つ飛んで、野そ駆除事業補助金４３万５,０

００円。これは、資料ナンバー１８をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたい

と思います。小規模治山事業補助金１,１５０万円は、弥生地区の流路工でございます。

６目教育費補助金の１節教育総務費補助金、地域学校協働活動事業３０万２,０００円、

これは３分の２分ですが、平成３０年度までは国庫補助金の学校支援地域本部事業として

計上しておりましたけれども、平成３１年度からは道補助金に科目がえで計上していま

す。対象事業は、同じでございます。

３項委託金１目総務費委託金ですが、１節総務管理費委託金から４節統計調査費委託金

までは、例年どおりの計上でして、統計は国勢調査の参事にありますので、その準備費も

何ぼかですが、入ってございます。５節選挙費委託金は、知事・道議の選挙費２２７万

１,０００円でございます。３目農林水産業費委託金、１節農業費委託金ですが、二つ飛

んでトマム地区農地整備事業監督等補助委託金１６万９,０００円、第２上陸別地区畑地

帯総合整備事業監督等補助委託金２８万２,０００円、農業農村整備事業監督等補助委託

金４５万２,０００円、中陸別地区農道整備特別対策事業監督等補助委託金８万４,０００

円については、道営事業に係る事務費分１１２万８,０００円でございます。

次、中斗満地区農地整備事業監督等補助委託金も１４万１,０００円の同様でございま

す。２節林業費委託金から４目商工費委託金１節商工費委託金、５目土木費委託金１節土

木管理費委託金までは、例年どおりの計上。１６款財産収入１項財産運用収入の１目財産

貸付収入、１節の土地建物貸付収入２,９６５万１,０００円です。土地貸付収入３２０万

９,０００円ですが、まず総務課管財防災担当分が３１７万３,０００円、産業振興課分が

林業振興が２,０００円、銀河の森が３万４,０００円の内訳でございます。職員住宅につ

いては１戸分、貸付住宅については１０戸分、産業振興はルナコートの貸付。教職員住宅

は２６戸分、建物貸付は２軒、移住定住促進住宅は３戸分、モデル住宅とちょっと暮らし

住宅２戸分でございます。定住促進住宅は、旭町の旧森林管理署アパート３戸分、移住研

修センター貸付は６戸で計算をしておりますが、４月１日にはさらに２戸の申し込みが来

ているということで、４月からは８戸全部が入居になるのかなと、そのように思ってござ

います。通信設備貸付収入１,０２６万１,０００円は、光ファイバー網貸付収入で、件数

としては前年度同じ件数の５２３件ですが、消費税が１０月から２％上がる分での９万

４,０００円ほどの増となります。利子及び配当金については、基金の利子でございま

す。帯広空港ターミナルの配当金１万１,０００円も計上しております。それから次の

ページ、優先出資配当金、農協から８０万円が入ってございます。

１６款財産収入２項財産売払収入１目の不動産売払収入、１節土地売払収入、２節建物
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売払収入は、科目存置。２目物品売払収入の１節生産物売払収入、町有林素材売払収入３

３３万１,０００円、町有林立木売払収入８６９万４,０００円については、資料ナンバー

１８－１に記載がございますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。１７款寄附

金１項寄附金１目一般寄附金については、科目存置でございます。１８款繰入金１項基金

繰入金については、１目財政調整基金繰入金が１億３,０００万円、２目減債基金繰入金

は２億円、３目ふるさと整備資金繰入金が１,０４０万円、内訳については、説明欄に記

載のとおりでございます。４目いきいき産業支援基金繰入金が８,３００万円、５目ふる

さと銀河線跡地活用等振興基金繰入金は１,５３０万円、６目町有林整備基金繰入金が７

９０万円、７目地域福祉基金繰入金が５,４６０万円の取り崩しになりますし、８目公共

施設等維持管理基金繰入金は２,４４０万円、学校給食センター管理運営基金繰入金が２,

２００万円、スポーツ振興基金繰入金が５０万円の取り崩しとなります。合わせて５億

４,８１０万円の基金の取り崩しとなります。

歳出でも説明をしましたが、現時点での平成３１年度末の基金残高については４５億

２,８６８万円の現時点での見込みということになります。繰越金については１,０００万

円、前年度同額。２０款諸収入の１項延滞金加算金及び過料１目延滞金、２目加算金につ

いては科目存置、前年度同額計上でございます。２０款諸収入、２項町預金利子１目町預

金利子３万円。３項貸付金元利収入１目家畜導入貸付金収入１節家畜導入貸付金３,３８

８万２,０００円。これは、８月３１日の約定償還分でございます。２目貸付金元利収入

１節貸付金元利収入は８,００１万１,０００円、これは例年どおりの計上です。３目の奨

学資金貸付収入１節奨学資金貸付金収入４１万４,０００円は、奨学資金の償還金でし

て、高校生３件、大学生４件でございます。４項雑入の１目滞納処分費１節滞納処分費に

ついては、科目存置。２目弁償金については、例年ベースの計上。３目雑入については、

５,４２１万４,０００円で、１節介護予防支援報酬から２節居宅介護支援報酬、３節高齢

者福祉施設負担金、４節学校給食費等、５節電話使用料等例年どおりの計上。６節電気等

使用料についても、例年どおりの計上。７節雑入についても３,００３万７,０００円で例

年どおりの計上でございます。

なお、次のページで下から４行目のニトリ北海道応援基金助成金１２９万円がございま

すが、これは、まず町有林の苗木代、植樹祭用が１４万円、人工造林植栽用ヤヨイで１０

０万円です。薬草のホウノキ２００本と看板作成１５万円の合わせて１２９万円でござい

ます。

それから、３７ページの上から二つ目、支障物件移設補償費１１５万２,０００円です

が、まず道営事業とトマム地区の光ケーブル移設６７万４,０００円、高速道路のキハダ

の移設４７万８,０００円。合わせて１１５万２,０００円でございます。退職手当組合事

前納付金精算還付金２９５万円は、消防から平成２８年度から平成３０年度まで３年分の

精算に伴う収入でございます。新農林業人材育成プログラムは、大学生８人の参加費２万

円で１６万円でございます。４目の過年度収入、１節の林業費補助金過年度収入、これ平
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成３０年度分の町有林人工造林の分の追加交付、精算に伴う交付でございます。

次のページ、２１款町債１項町債でございます。１目の総務債、１節総務債９,０３０

万円、過疎地域自立促進特別事業、俗に言う過疎ソフトですが６,１２０万円、これは資

料ナンバー１５に一覧がございますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。防災

行政無線整備事業２,５００万円は、緊急防災減災対策債でございます。これは「あいの

鐘」の整備でございます。銀河の森専用水道施設整備事業４１０万円については、過疎

債。２目農林水産業債の１節農業債１億３,９４０万円ですが、第２上陸別地区畑地帯総

合整備事業については３,８４０万円は過疎、その下トマム地区農地整備事業４,９５０万

円についても過疎、中斗満地区農地整備事業３,０３０万円は公共事業債、中陸別地区農

道整備特別対策事業３００万円については過疎、第２上陸別地区配水管整備事業１,８２

０万円についても過疎でございます。２節林業債２,６７０万円、経営林道陸別薫別支線

事業１,５２０万円は過疎、弥生地区小規模治山事業１,１５０万円は一般単独、防災対策

事業債です。３目の土木債、１節の道路橋りょう債５,０６０万円、町道トマム川沿線道

路整備事業２,２１０万円は過疎、共和橋改修事業３４０万円も過疎、蹄橋改修事業１,０

２０万円も過疎でございます。その下、通学橋改修事業３００万円も過疎、弥生橋改修事

業１,１９０万円も過疎です。

２節住宅建設債５,０００万円、新町団地公営住宅の建設でございます。これは、公営

住宅建設事業債でございます。４目教育債１節教育総務債については、教員住宅建設で

５,８５０万円で、これも過疎でございます。５目臨時財政対策債１節臨時財政対策債が

７,２７０万円ということで、前年度から見ると２,１９０万円の減となります。

以上で歳入を終わりまして、７ページをお開きください。

７ページ、「第２表債務負担行為」でございます。

３段目から北海道市町村備荒資金組合防災資機材の譲渡代金、庁舎電算機器（平成３２

年度から平成３５年度まで）４１９万３,０００円。同じく小中学校職員室電算機器（平

成３２年度から平成３５年度まで）１,４１１万８,０００円。同じく小学校パソコン教室

電算機器（平成３２年度から平成３５年度まで）７８８万７,０００円。中学校パソコン

教室電算機器（平成３２年度から平成３５年度まで）７７６万円の債務負担行為でござい

ます。

「第３表地方債」でございます。

記載の目的。公共事業債３,０３０万円は、中斗満地区農地整備事業でございます。起

債の方法は、普通貸借または証券発行。利率償還の方法は、記載のとおり。公営住宅建設

事業債５,０００万円。一般単独事業の防災対策事業１,１５０万円。弥生地区小規模治山

事業。一般単独事業の緊急防災減災対策事業は、防災行政無線「あいの鐘」の改修整備

２,５００万円。辺地対策事業、弥生橋改修事業１,１９０万円。次のページ、過疎対策事

業が２億８,６８０万円で、過疎地域自立促進特別事業６１２万円から教員住宅建設事業

５,８５０万円まで、記載のとおりでございます。臨時財政対策債が７,２７０万円。合わ
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せて４億８,８２０万円でございます。過疎ソフトについては、充当一覧が事項別明細書

でも説明しましたけれども、資料ナンバー１５をつけておりますのでごらんをいただきた

いと思います。

以上で議案１３号の説明を終わりまして、次に議案第１４号の説明に移ります。

○議長（宮川 寛君） ２時１５分まで休憩いたします。

休憩 午後 ２時０９分

再開 午前 ２時１４分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治） それでは、議案第１４号の説明に移ります。

平成３１年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算。

第１条、第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。歳出予算の流用。第２条、地方自治法第２２０条第２項のただし書き

の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。

第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用であります。

資料ナンバー４７をお開きください。

資料ナンバー４７は、平成３１年度国保会計歳入歳出予算（財源充当）内訳書でござい

ます。都道府県単位ということになりまして、広域になって平成３１年度は２年目という

ことになります。一番上は、北海道の歳入。納付金と国からの交付金、保険給付費交付金

であります。点線から下が陸別町でして、歳出で国民健康保険事業費納付金９,４７９万

６,０００円、これが広域に係る予算となります。総務費、共同事業拠出金、特定健診等

事業、償還金、延滞金、直診会計への操出金３,３１０万５,０００円。予備費と保険給付

費２億４,７１１万１,０００円、これは国保連への支払いとなります。

これは歳入になります。

歳入。国保税が６,４４３万９,０００円。国庫補助金が１,０００円で、道支出金Ａか

ら道支出金Ｅまでございまして、下のほうに書いてございますけれども、歳入の国保税か

ら諸収入①から⑪までが９,４７９万６,０００円ということになります。これは、北海道

がシュミレーションに基づいて計算をしてきている額ということになりますが、道支出金

ＡからＤの合計４,３６０万７,０００円足す道支出金Ｅイコール２億９,０７１万８,００

０円となっております。この金額は、③から⑩、⑯、⑲、㉕、㉗がこの金額、道支出金の

合計２億９,０７１万８,０００円です。繰入金１から３の合計２,９７５万９,０００円に

ついては、④から⑧、⑫、⑳の合計となります。基金繰入金ＡからＥ６４２万円について

は、⑩、㉑、㉓、㉔、㉖の合計。その他ですけれども、①、②、⑨、⑪、⑭、⑮、㉒が
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６,４５０万８,０００円で、合わせて３億９,１４０万５,０００円となります。

次のページ、国保会計の前年度比較表でございます。歳入と歳出と分かれてございます

けれども、まず、歳入。国保税の平成３１年度当初、②のほうですが、６,４４３万９,０

００円。災害臨時特例補助金１,０００円、保険給付費等負担金２億９,０７１万８,００

０円のうち６１１万２,０００円。繰入金１,７４２万２,０００円。繰入金（出産分）１

４０万円。一つ飛んで、繰入金（その他）４４０万８,０００円。基金繰入金６４２万円

のうち、９９万９,０００円。繰越金の１,０００円。その他収入の６万７,０００円のう

ち、１万４,０００円。これが９,４７９万６,０００円ということで、歳出の国民健康保

険事業費納付金９,４７９万６,０００円となります。

保険給付費、歳出では、まず療養給付費の２億１,０００万円、高額療養一般の３,４０

０万２,０００円。出産・葬祭費２４０万４,０００円。手数料の７０万円。療養給付費

（退職）の１,０００円。高額・療養費（退職）の４,０００円。これを合わせたものが、

保険給付費として２億４,７１１万１,０００円となります。

予算書歳出の１２ページをお開きください。

１２ページ、歳出です。１款総務費１項総務管理費、１目の一般管理費。９節旅費から

２５節積立金１,０００円までは、例年どおりの計上でございます。２目連合会負担金４

６万５,０００円の例年どおりの計上。２項の徴税費、１目の賦課徴収費例年どおりの計

上ですが、１９節負担金補助及び交付金２８万５,０００円は、税滞納整理機構への負担

金。引き継ぎは、２件の６０万９,７６３円を引き継ぐ予定でございます。３項運営協議

会費については、例年どおりの計上となります。

次のページ、２款保険給付費の１項療養諸費でございます。まず、１目一般料保険被保

険者療養給付は２億１,０００万円、前年同額。退職被保険者等療養給付費は１,０００

円。これは、退職被保険者数が、今はゼロということですので、科目存置となります。３

目一般被保険者療養費は６００万円、マイナス１００万円でございます。４目退職被保険

者等療養費も１,０００円、これも科目存置でございます。５目審査支払手数料は同額の

７０万円。２項の高額療養費の１目一般費保険者高額療養費については、前年同額の２,

８００万円。２目退職被保険者等高額療養費については、科目存置の１,０００円。３目

一般被保険者高額介護合算療養費も科目存置の１,０００円。退職被保険者等高額介護合

算療養費についても１,０００円、これは科目存置でございます。３項の移送費について

は、１目一般被保険者移送費・退職被保険者等移送費についても１,０００円ずつ科目存

置でございます。

次のページ、４項の出産育児諸費、１目出産育児一時金は２１０万、５件分でございま

す。前年度は４件分、１６８万円ということで１件分の増。２目審査支払手数料１,００

０円は、科目存置。５項葬祭諸費の１目葬祭給付費についても、科目存置。２目葬祭費は

３０万円、前年度同額ですが、１０件分を見てございます。６項育児諸費、１目育児給付

費１,０００円。２目の児童手当金についても、科目存置の１,０００円。
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３款の国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分、１目一般被保険者医療給付費分

で６,４６９万１,０００円。２目退職被保険者医療給付費については、科目存置でござい

ます。２項後期高齢者支援金等分、１目一般被保険者後期高齢者支援金等分については、

２,１４６万円。２目退職被保険者後期高齢者支援金等分については、科目存置の１,００

０円でございます。これについても、道がシミュレーションとして示された数字でござい

ます。３項介護納付金１目介護納付金８６４万３,０００円、これについても道の計算に

基づいての計上。４款共同事業拠出金については、科目存置でございます。５款保健事業

費の１項特定健康診査等事業費１目特定健康診査等事業費３９２万４,０００円ですが、

既に新聞等で報道されておりますけれども、平成２９年度の特定健診率が陸別町は７０.

１％ということで十勝管内では１位、全道では４位ということになってございます。今現

在、平成３０年度の受診率ですが７１.６％ということで、受診率が上がってきておりま

す。

まず、１１節需用費３７万８,０００円、消耗品ですが、この中には特定健診用のマル

チマーカーソフト３５万７,０００円を含んでございます。１３節委託料の共同電算業

務、これについては、健診データ管理でございます。受診者３５０人分と保健指導３０人

分のデータ管理。健康診査３２７万７,０００円については、特定健診４０歳以上７５歳

未満が３１０人。それから２次健診、エコー検査、頸動脈は４０件分でございます。２項

の保健事業費、１目保健事業費ですが、まず８節報償費１万５,０００円は国保ゲート

ボール大会の記念品。１３節委託料で各種予防接種８６万円は、インフルエンザ６５歳以

上７５歳未満で２００人分。高齢者肺炎球菌ワクチン４０人分の８６万円。健康診査は４

０歳未満２５人分で２３万６,０００円。会場設営については、ふれあい広場のステージ

設置でございます。２０節扶助費、償還払い、インフルエンザについては１０人分、肺炎

球菌については５人分の計上でござます。

次のページ、６款諸支出金、１項償還金及び還付加算金１目償還金３０万１,０００円

は、前年度と同額。２項延滞金１目延滞金１,０００円については、科目存置。直診会計

への操出金３,３１０万５,０００円。これは、へき地診療所運営分ということでございま

す。予備費は、前年度同額３００万円でございます。給与費明細書は、２１ページにあり

ますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

以上で歳出を終わりまして、歳入７ページに移ります。

２、歳入。１款国民健康保険税、１項国民健康保険税１目の一般被保険者国民健康保険

税でございます。今年度、６,４４３万３,０００円ということで、前年度からみると１,

９２１万８,０００円ほどの減となっておりますが、実は、広域になって２年目というこ

とになりますけれども、平成３０年度は広域初年度ということで、国のルール計算に基づ

いて推計値で北海道がシミュレーションした計算で計上しておりました。被保険者数も８

２１人ということで、当町の現在あるいは前年度の被保数から見ても結構多い人数で計算

されてきておりました。平成３１年度については、１２月末現在で６５５人ということで
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す。道のシミュレーションをした被保険者数は、６８５人ということで大体２年目になっ

て実態にある程度被保数が合った形になってきていると、そういう計算で予算を計上をし

てございます。広域２年目ということで医療費の減額もございまして、被保数を６５４人

で北海道はシミュレーションで出してきております。それが、今年度６,４４３万３,００

０円ということで、ある程度実態に近い被保険者数での計算になってきていると、そのよ

うに認識をしております。現年度課税分で６,２８３万１,０００円。内訳は、ここに記載

のとおりでございます。滞納繰越分については、ここに記載のとおりでございます。退職

被保険者の６,０００円については、現年分３,０００円、滞納も３,０００円ですが、そ

れぞれ１,０００円ずつの科目存置ということになります。先ほど、歳出で説明しました

けれども、被保数はゼロ人ということで、今はおりませんので科目存置ということで整理

をさせていただいております。

次のページ、２款国庫支出金の１項国庫補助金、１目災害臨時特例補助金、これは科目

存置でございます。これは、資料ナンバー４７の②の数値になります。

３款道支出金、１項道負担金、１目保険給付費等負担金２億９,０７１万８,０００円。

１節の普通交付金２億４,７１１万１,０００円については、㉗の数値、保険給付費分でご

ざいます。２節特別交付金４,３６０万７,０００円は保険者努力支援分、⑯１６２万４,

０００円。調整交付金３,４８７万１,０００円は、⑬と㉕の数値を合わせたもの。道繰入

金６１１万２,０００円については③の数値でございます。特定健診等負担金１００万円

については⑲の数字でございます。

４款財産収入１項財産運用収入の１目利子及び配当金１,０００円、これは基金の利子

⑭の数字でございます。

５款繰入金、１項他会計繰入金１目一般会計繰入金、１節保険基盤安定繰入金、保険税

軽減分９５５万１,０００円については④の数値。保険基盤安定繰入金、保険者支援分７

８７万１,０００円については⑤の数値。２節の事務費繰入金は６５２万９,０００円は⑫

と⑳の数値。出産育児一時等繰入金１４０万円は⑥の数値。財政安定化支援事業繰入金４

４０万８,０００円は⑦の数値。５款繰入金２項基金繰入金の国民健康保険基金繰入金６

４２万円については⑩、㉑、㉓、㉔、㉖の数値でございます。

６款繰越金については、１,０００円は⑨の数値でございます。７款諸収入の２項延滞

金加算金及び過料、１目の一般被保険者延滞金、２目の退職被保険者等延滞金、３目の一

般被保険者加算金、次のページの４目退職被保険者等加算金については、科目存置でござ

います。２項雑入の１目の一般被保険者第三者納付金、２目の退職被保険者第三者納付

金、５番の療養給付費負担金、７番特定健康診査等負担金１,０００円までは、科目存置

でございます。８目雑入については５万５,０００円。２段目の健康診査等個人負担金５

万円については、４０歳未満の健診２５人分でございます。それ以外の１,０００円につ

いては、科目存置ということでございます。

以上で議案第１４号の説明を終わりまして、第１５号の説明に移ります。
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議案第１５号平成３１年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算は、次に

定めるところによる。

歳入歳出予算。第１条、第２項歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、

「第１表歳入歳出予算」による。

一時借入金。

第２条、地方自治法第２３５条の３、第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は５,０００万円と定める。資料ナンバー４９に直診会計歳入歳出予算資料をつけており

ますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

事項別明細書、歳出、１１ページをお開きください。

歳出。

１款総務費、１項施設管理費１目一般管理費２億９,８６３万１,０００円の予算計上で

あります。給料、手当、共済費の事務費負担金までは職員の人件費に係る分でして、前年

度から見ると５７６万７,０００円の減となってございます。平成３０年度において、看

護師１名が１２月３１日付で退職をしましたので、今現在、看護師職員数は１７人でござ

います。平成３１年度当初についても、新規採用の１名を加えて１７人で予算計上をして

おりますが、まだ応募が来ていないのが現状でございます。

次のページに行きます。４節共済費、その他共済費で、社会保険料４５６万円。７節賃

金で３,１４０万８,０００円です。この中で、臨時看護師賃金１,３１８万円で６０３万

７,０００円ほどの増となっております。平成３０年度当初においては、看護師職員１０

人と長期臨時職員１人と紹介所から派遣１名、１２名で予算を計上しておりまして、４節

共済費が１２８万８,１８７円、７節賃金で４２６万８,１６０円、９節旅費で４０万円、

１１節需用費で１３万２,０００円、１２節役務費で９２万２,０００円の合わせて６８７

万８,３４７円の臨時看護師に係る賃金でしたけれども、平成３１年度においては、予算

上は新規採用者を含めて１０人で見ておりますけれども、現実的に今、応募者がないとい

うことで、実質９名でございます。長期臨時が１人、派遣を２人予算を見てございます。

予算上は、職員１０名と長期臨時１名、派遣２名、１３名で計上しております。人材派遣

紹介所から派遣を１名の増の予算ということで、４節共済費では１７９万８,５４３円と

いうことで、５１万円ほどの増。７節賃金で１,０２４万３,５８０円ということで、５９

７万５,４２４円の増。９節旅費の赴任旅費が８０万円で４０万円の増。１１節需用費

は、変わりません。手数料が２０％ということで、２２３万４,０００円で１３１万２,０

００円の増。２人で１,５２０万８,１２７円ということで、前年度から見ると８３２万

９,０００円ほどの増となってございます。

８節報償費以下、１２節役務費、１４節使用料及び賃借料、１９節負担金補助及び交付

金までは、例年どおりの計上ですが、１３ページ１２節役務費では、下から２番目でごみ

処理手数料５万８,０００円ございます。これは、事業系一般廃棄物処理料でございま

す。その上が労働者紹介手数料２２３万４,０００円でございます。次のページ、１４節
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使用料及び賃借料で１５ページの３行目、土地建物使用料３０万円については、派遣看護

師１名の移住産業研修センターの使用料でございます。１８節備品購入で、事務用備品で

７４５万１,０００円。これは、平成２４年度に購入した電子カルテ医事一体型システム

の購入・更新に係る購入費でございます。管理用備品の１７万９,０００円は、宿直室用

の椅子１個の更新でございます。１６ページは、２項の研究研修費１目研究研修費です

が、９節旅費から１９節負担金補助及び交付金までは例年どおりの計上。

２款の医療費１項医療費の１目医療用機械器具費１１節需用費５万円も例年どおりの計

上。医療用消耗器材費９６２万５,０００円。１１節需用費から１３節委託料までは、例

年どおりの計上でございます。３目医薬品費１,４０７万３,０００円ですが、医薬品がま

ず診療収入の９.５％分、９２９万１,０００円。ワクチンが４４８万１,０００円。血液

製剤が３０万円の内訳となってございます。４目検査費につきましては、２９３万５,０

００円ということで、診療収入の３％分でございます。５目寝具費は、マイナス９,００

０円の２３万６,０００円の計上。

次のページ、２項給食費１目給食費については例年どおりの計上でございますが、５万

５,０００円ほどの減額となってございます。３款公債費１項公債費１目元金については

１０１万５,０００円。２目利子については１１万９,０００円でございます。なお、２４

ページに地方債見込調書もございますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。給

与費明細書は、１９ページから２３ページにありますので、後ほどごらんをいただきたい

と思います。

以上で歳出を終わりまして、歳入の７ページをお開きください。

２、歳入、１款の診療収入。１項の入院収入ですが、１目国民健康保険診療報酬収入か

らその他の診療報酬収入まで８９１万円。前年度から見ると３４６万円の減額でございま

すが、平成３０年度と同様人口減少に伴う患者の減、あるいは院外処方による減が主な要

因でございます。２項の外来収入についても、１目の国民健康保険診療報酬収入から６目

のその他診療収入まで７,２３９万円で、１５６万円ほどの減となってございます。３項

その他診療収入については、前年度同額１,７００万５,０００円。

２款使用料及び手数料、１項使用料、１目診療所使用料については、前年度同額でござ

います。２項手数料１目文書料７９万円についても前年度同額。請求事務取扱料は、２８

万５,０００円の減額。廃目となりますが、これは補正予算でも説明しましたけれども、

昨年の８月からレセプトと一体化になったことによって、請求事務取扱手数料がなくなっ

たということでございます。

３款の財産収入１項財産運用収入の１目財産貸付収入４７万２,０００円は、住宅３戸

分の貸付収入。

４款繰入金、１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１億９,０８４万２,０００円です

が、まず起債償還分が１０５万８,０００円。医療機器等整備分７４５万１,０００円は、

電子カルテ医事一体型システム更新事業分。財政対策分１億８,２３３万３,０００円です
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が、この補正予算で説明しましたけれども、平成３０年度で普通交付税が特別交付税で措

置されたものが６,７７６万１,０００円ほどございますので、平成３１年度においても同

様のことが措置されると、そのように認識をしております。２目の国保事業勘定特別会計

繰入金、へき地診療所運営費分ですが、これは国保会計からの繰入金でございます。繰越

金が１００万円、前年度同額。

６款諸収入１項雑入の１目雑入で、１節私用電話料６,０００円、２節雑入６６３万３,

０００円ということで、嘱託医報酬から医療器具使用料８万円までの内訳となってござい

ます。道支出金の総務費補助金については、廃項、廃目となってございます。

以上で議案第１５号の説明を終わりまして、次に第１６号の説明に移ります。

議案第１６号平成３１年度陸別町簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところによ

る。

歳入歳出予算。

第１条、第２項歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

地方債。

第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は「第２表地方債」による。

一時借入金。

第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は

５,０００万円と定める。

事項別明細書、歳出９ページをお開きください。

歳出、９ページです。給与費明細書は、１５ページから２０ページにありますので、後

ほどごらんをいただきたいと思います。

１款総務費、１項総務管理費１目一般管理費１,９０１万２,０００円の予算計上です。

１節報酬、６万１,０００円、委員報酬ですが、これは水道下水道審議会２回分を予定し

てございます。当然、１０月から消費税が改正になるということになれば、下水道審議会

に諮問する形になろうかと思っております。２節給料から３節職員手当、４節共済費、９

節旅費、１１節需用費、１２節役務費、１３節委託料、１９節負担金補助及び交付金、２

７節公課費までは例年どおりの計上でございますが、１３節委託料で水道台帳６２９万

円。これは、平成３０年度、平成３１年度の事業でございまして、町内全域の水道台帳を

つくるということで、平成３０年度においては台帳作成、台帳図、台帳調書を作成してお

りますが、平成３１年度においては、台帳システムの構築一式整備を予定してございま

す。平成３１年度で、台帳整備は終了するということになります。２７節の公課費１１８

万４,０００円は消費税分でして、平成３０年度分が６０万８,４００円。平成３１年度分

の中間納付分が５７万４,８００円でございます。

２款施設費、１項施設管理費１目の施設維持費、９節旅費、１１節需用費、１２節役務
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費、次のページ、１３節委託料、１４節使用料及び賃借料、１８節備品購入費、２７節公

課費までは例年同様の計上でございますが、１１ページの１２節役務費の一番下、ごみ処

理手数料１,０００円は、事業系一般廃棄物の処理手数料でございます。１３節委託料の

管路等修繕１３９万４,０００円の中に、消火栓の整備３１万２,０００円を含んでござい

ます。これは、歳入でも同額でございます。２目の施設新設改良費６０７万１,０００

円、１５節工事請負費５８７万円、機器更新ですが、資料ナンバー５１に箇所図がありま

すので、後ほどごらんをいただきたいと思います。１５節工事請負費は、平成２６年度か

ら平成３１年度までの浄水場の計測機器の更新事業でして、平成３１年度でこの事業は終

了します。平成３１年度については、水質計器の更新でして、次亜塩素貯蔵槽の２基更新

工事５８７万円でございます。

３款公債費、１項公債費１目元金は９,３７７万６,０００円。２目利子が１,９０１万

１,０００円でございます。２１ページ、地方債の見込額調書がございますので、後ほど

ごらんをいただきたいと思います。４款予備費については２００万円、前年度同額でござ

います。

以上で歳出を終わりまして、歳入７ページをお開きください。

歳入、７ページです。

１款使用料及び手数料１項使用料の１目水道使用料５,１００万円。平成３１年度につ

いては１,０３６戸、１,０８７件分でございます。平成３０年度から見ると２６戸の減、

３１件の減となってございます。２項手数料の１目水道手数料、１節設計手数料６万円で

すが、新設工事審査手数料が５件、４万円。その他工事審査手数料１０件、２万円。指定

手数料、給水装置工事事業者指定申請書審査手数料１件、１万円です。

２款国庫支出金１項国庫補助金の１目簡易水道事業補助金につきましては１８４万円。

これは、浄水場の機器更新の補助基本額５５２万円の３分の１分でございます。

３款財産収入１項財産売払収入の１目物品売払収入は、科目存置の１,０００円計上。

次のページ、４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金ですが、１億８９２万

１,０００円でございます。建設改良分で５,８１７万４,０００円。財政対策分で５,０７

４万７,０００円でございます。なお、財政対策分では、前年度から見ると６９３万７,０

００円ほどの減となってございます。

５款の繰越金については５０万円、前年度同額でございます。

諸収入の１目雑入でございますが、９９万円。下水道からの料金事務負担分が６７万

８,０００円。消火栓整備等補償費が３１万２,０００円でございます。

７款町債、１目の簡易水道事業債３６０万円ですが、機器更新事業、過疎債が１８０万

円、簡水債が１８０万円でございます。

以上で歳入を終わりまして、４ページをお開きください。

４ページ、「第２表地方債」でございます。

起債の目的。
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過疎対策事業、機器更新事業１８０万円。簡易水道事業、機器更新事業１８０万円。合

計３６０万円でございます。起債の方法は、普通貸借または証券発行、利率償還の方法

は、ここに記載のとおりでございます。

以上で議案第１６号の説明を終わりまして、次に議案第１７号の説明に移ります。

議案第１７号平成３１年度陸別町公共下水道事業特別会計予算は、次に定めるところに

よる。

歳入歳出予算。

第１条、第２項歳入歳出予算の款項区分及び当該区分ごとの金額は「第１表歳出予算」

による。

地方債。

第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は「第２表地方債」による。

一時借入金。

第３条、地方自治法第２３５条の３、第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は５,０００万円と定める。

事項別明細書、歳出９ページをお開きください。

歳出、９ページです。給与費明細書は、１５ページから１９ページにありますので、後

ほどごらんをいただきたいと思います。

１款総務費、１項総務管理費１目一般管理費１,２５７万６,０００円の計上です。２節

の給料、３節職員手当、４節共済費については、職員の人件費。９節旅費から２７節公課

費までは、例年どおりの計上でございます。１９節負担金補助及び交付金で、下水道料金

事務負担金６７万９,０００円は、簡水会計への負担金となります。２３節償還金利子及

び割引料の国庫補助金等返還金１万１,０００円については、平成３０年度において、浄

化センター機器更新事業に係る更新前の機器を有価物として処分をしました。その処分を

した金額に、補助率を掛けた額を国へ返還するということになりまして、５５％の補助率

を掛けて算出した金額１万１,０００円を国に返還するものでございます。２７節公課費

５９万円、消費税ですが、平成３０年度分の確定分でございます。

２款施設費、１項施設管理費１目施設維持費、１１節需用費、１２節役務費、１３節委

託料、１８節備品購入まで例年どおりの計上になりますけれども、１２節役務費でごみ処

理手数料８万円は、事業系一般廃棄物の処理手数料。１３節委託料で、３行目の施設設備

改修１３１万８,０００円は、公共汚水桝修繕１３カ所分、撤去１カ所、マンホール修繕

１カ所分でございます。施設設備保守管理４８８万３,０００円については、浄化セン

ターの電気工作物保守管理、消防設備点検、浄化センター中央監視装置点検、機械設備分

解整備が内容でございます。管渠清掃３２９万１,０００円は、下水道管渠の調査・清掃

で、調査箇所がマンホール９５カ所、清掃は３,５７４メートルでございます。施設移転

等８８万９,０００円は、町道改良工事に伴う公共桝の高さ調整１７カ所、マンホールの
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高さ調整３カ所分でございます。

３款事業費１項下水道整備費の１目下水道建設費６,０９９万１,０００円。９節旅費、

１１節需用費、１３節委託料、１５節工事請負費でございますが、資料ナンバー５２に箇

所図がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。１３節委託料で９８０万

円。基本計画策定でございます。これは、現浄化センターの長寿命化計画が平成２７年度

から平成３１年度で終了いたします。ストックマネジメント計画策定が平成３２年度から

平成３６年度までの５年間。これは、下水道施設管路等の維持管理計画で、平成３０年度

と平成３１年度の２年間で策定するものでございます。

下水道事業の計画、これは平成２９年度から平成３２年３月の３年間ですが、事業計画

の変更について北海道と協議を行うということで、全体計画が平成３１年度までです。事

業計画は、平成２９年度から平成３１年度の３年間分。下水道事業計画の変更計画の策定

ですが、これは下水道事業計画を見直しするということで、全体計画が平成３２年から平

成４１年度までの１０年間でございます。事業計画は、平成３２年度からの３年程度の計

画ということで、今後、道と協議をして決めていくということになります。それらの計画

策定で９８０万円。１５節工事請負費で５,１０２万８,０００円は、汚水桝設置等附帯工

事３カ所分で１４２万８,０００円。機器更新、電気機械設備の更新ですが、４,９６０万

円でございます。４款公債費１項公債費１目元金が４,２６８万１,０００円、２目利子が

７６９万４,０００円で、２０ページに地方債の見込額調書があります。後ほどごらんを

いただきたいと思います。５款予備費が、同額の１００万円でございます。

以上で歳出を終わりまして、歳入７ページをお開きください。

１款分担金及び負担金１項分担金、１目の下水道事業分担金ですが４０万円。受益者分

担金で、平成２９年度分の７戸、平成３０年度分の９戸、１６戸分の分担金です。

２款使用料及び手数料１項使用料の１目の下水道使用料２,３９０万円は、平成３１年

度８１７戸、８３５件分です。平成３０年度が８３７戸の８４９件ですから、戸数でマイ

ナス２０戸、件数で１４件の減でございます。２項手数料１目下水道手数料ですが、６万

２,０００円ですが、業者指定手数料１件、１万円。新設工事審査手数料５件で４万円。

その他工事審査手数料で３件の１万２,０００円でございます。

３款国庫支出金１項国庫補助金、１目下水道事業補助金３,０９４万円ですが、特定環

境保全公共下水道事業補助金は、浄化センターの機器更新事業に係る補助金３,０９４万

円でございます。

４款繰入金１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金ですが、９,８６２万１,０００円で

ございます。高資本費対策分で５１２万６,０００円。これは、今年度初めて出てきた数

字でございまして、内容としては、目的もございますけれども、自然条件などによって建

設改良費が割高になるため、資本が著しく高額となっている下水道事業について、資本費

負担の軽減を図り、経営への健全化を確保する目的が一つございます。そういう経営の健

全化を確保する目的で資本費の一部を繰り出すという内容です。
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計算としては、２年前、平成２９年度における資本費・使用料、それぞれが要件を満た

し、経営戦略つまり陸別町が平成３０年度に計画を策定しておりましたので、その経営戦

略を策定しているということが条件になると、それが高資本費対策分として５１２万６,

０００円でございます。建設改良分で１６８万６,０００円。分流式下水道に要する経費

４,８２６万１,０００円ですが、これは財政対策分となりますけれども、下水道会計収支

の確保することを目的とするという内容でございます。算出方法としては、下水道使用料

分担金だけではなく、下水道会計に歳入不足を招くため、２年前の決算統計の決算額から

算出するということでございます。なお、高資本対策、それから分流式下水道、建設改良

分というのは、それぞれ法的なり算出根拠が明確になっている財政対策分ということにな

ります。財政対策分の４,３５４万８,０００円というのは、本当の赤字分の繰入金と、そ

ういうことになろうかと思います。トータルすれば、全て赤字の繰入金になるのですけれ

ども、今言った三つについては、算出根拠が明確になっている法的なりの赤字対策分とい

うことになります。５款繰越金については５０万円、前年度同額です。

６款町債１項町債、１目下水道事業債２,３４０万円については、下水道事業の過疎債

が１,１７０万円、下水道事業債が１,２７４万円でございます。

７款財産収入、１項財産売払収入１目物品売払収入１,０００円は、科目存置でござい

ます。

以上で歳入を終わりまして、４ページをお開きください。

４ページ、「第２表地方債」でございます。

起債の目的。過疎対策事業、特定環境保全公共下水道事業１,１７０万円。下水道事

業、特定環境保全公共下水道事業１,１７０万円。合わせて２,３４０万円です。起債の方

法は、普通貸借または証券発行。利率償還の方法は、ここに記載のとおりでございます。

以上で議案第１７号の説明を終わりまして、次、議案第１８号の説明に移ります。

議案第１８号平成３１年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算は、次に定めるところ

による。

歳入歳出予算。

第１条、第２項歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表歳入歳出

予算」による。

歳出予算の流用。

第２条、地方自治法第２０２条第２項のただし書きの規定により、歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。第１号、保険給付費の各

項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の

間の流用。

事項別明細書、歳出１１ページをお開きください。

３、歳出です。

１款総務費、１項総務管理費１目一般管理費。９節旅費、１１節需用費、２款の賦課徴
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収費、１目の賦課徴収費、１１節需用費、１２節役務費については、例年どおりの計上で

す。３項の介護認定審査会費、１目の介護認定審査会費２４１万１,０００円について

は、１２節役務費８０万６,０００円のうち、主治医の意見書料７９万円。これは、在宅

が１４５名、施設が２５件、合わせて１７０件分でございます。指定医診断料９,０００

円は３名分。１９節負担金補助及び交付金１６０万６,０００円は、池北三町の介護認定

審査会の運営費の負担金でございます。２目の認定調査費、１３節委託料７３万２,００

０円。これは、在宅１６０名、施設１０件の１７０件でございます。

２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費１億３,２５

２万２,０００円、１３９名分。前年度から見ると３名の増。２目居宅介護サービス計画

給付費８４１万４,０００円、５１名分、３名の増。３目施設介護サービス給付費１億１,

１４７万８,０００円。特老が３８名、老健が２名、特老でマイナス２名でございます。

４目居宅介護福祉用具購入費４５万円は、５件。５目の居宅介護住宅改修費９０万円は、

５件でございます。

次、２項の介護予防サービス等諸費、１目の介護予防サービス給付費１３４万３,００

０円は１２名、マイナス８名でございます。２目の介護予防サービス計画給付費５９万

２,０００円は１１名、マイナス３名でございます。３目の介護予防福祉用具購入費４５

万円は、５件。４目介護予防住宅改修費５４万円は、３件でございます。

３項その他の諸費、１目審査支払手数料１８万７,０００円は、３６０件、マイナス３

１６件でございます。

次のページになります。４項高額介護サービス等費。１目高額介護サービス費５０２万

３,０００円、４６名分、３名の増。２目高額介護予防サービス費１,０００円、これは科

目存置でございます。５項の高額医療合算介護サービス等費、１目高額医療合算介護サー

ビス費２５４万円は４０名分、マイナスの１６名でございます。２目の高額医療合算介護

予防サービス費１,０００円は、科目存置。６項の特定入所者介護サービス等費、１目特

定入所者介護サービス費は４０名分、マイナス２名分でございます。２目の特例特定入所

者介護サービス費１,０００円、一つ飛んで、４目特例特定入所者介護予防サービス１,０

００円は、科目存置。３目の特定入所者介護予防サービス費３万円は、１名分でございま

す。

３款の地域支援事業費、１項介護予防生活支援サービス事業費、１目の介護予防生活支

援サービス事業費４８３万円ですが、１３節委託料、１７５万５,０００円。総合事業委

託料１７５万５,０００円は、訪問型サービスＡのＮＰＯへの委託料。６人の利用を見込

みまして、年間６８０回の利用を見込んでございます。１９節負担金補助及び交付金の３

０７万５,０００円、第１号事業給付費でございますが、通所介護で延べ１２４人、訪問

型サービスで、延べ４４人分でございます。２目の介護予防ケアマネジメント事業費、１

３節委託料ですが、総合事業委託料１６万４,０００円は、居宅介護事業所へ３６件分の

委託料でございます。
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次のページ、２項一般介護予防事業費、１目一般介護予防事業費で７０万８,０００

円。１１節需用費で、印刷製本費９万９,０００円は介護保険料のお知らせの印刷。１３

節委託料３４万９,０００円、介護予防事業ですが、社協のふまねっと運動８万５,０００

円。地域リハビリテーション活動支援ということで、事業委託で理学療法士を招聘、月に

１回、年１２回分で２６万４,０００円の内訳でございます。３項包括的支援事業任意事

業、１目の包括的・継続的ケアマネジメント支援事業８０万４,０００円ですが、１３節

委託料３１万９,０００円は、介護予防サービス計画作成で、町の居宅介護事業所へ７２

件分でございます。２目の任意事業費２６２万１,０００円。１１節需用費１万９,０００

円については、認知症サポーターの養成講座用のテキスト代。１２節役務費１０万９,０

００円は、成年後見制度利用支援申立費で、新規１名を見込んでございます。１３節委託

料２１５万７,０００円、任意事業ですが、社協への給食サービス１４人の２,７６０食。

介護用品給付４０９戸。家族介護支援事業、オレンジセーフティネット事業でございま

す。これは、認知症高齢者の見回り全国ネットワークでございまして、月３万円の１２カ

月分でございます。登録予定者は、２名を予定してございます。２０節の扶助費３３万

６,０００円は、成年後見人制度利用報酬３３万６,０００円でございます。対象者はいま

せんけれども、在宅で１名を見込んでの支援費として予算を計上してございます。３目の

認知症総合支援事業費は、９節旅費の研修会旅費、そのテキスト代５,０００円、会議負

担金受講料が内容でございます。次のページ、４項その他諸費、１目審査支払手数料１万

１,０００円。国保連への総合事業審査支払手数料１６８件分です。

４款基金積立金、科目存置１,０００円。

５款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目第１号被保険者保険料還付金１０万円

は、前年度同額。介護給付費負担金等返還金１,０００円は、科目存置。予備費は、１０

０万円の同額でございます。

以上で歳出を終わりまして、歳入の７ページに移ります。

資料ナンバー５３に介護給付費財源充当一覧、資料ナンバー５４に地域支援事業財源充

当費一覧資料をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１款介護保険料、１項介護保険料１目第１号被保険者保険料、１節現年分５,５７７万

７,０００円ですが、被保数を９２４人で計算をしております。普通徴収保険料４２９万

６,０００円については、６９人分。特別徴収保険料５,１４８万１,０００円について

は、８５５人でございます。

２款の国庫支出金、１項国庫負担金からは、各負担割合に基づいて予算計上してござい

ます。国庫負担金の１目介護給付費負担金５,０７８万８,０００円は２０％分。２項の国

庫補助金の１目調整交付金２,２２５万７,０００円は７.９％分。２目の地域支援事業交

付金２６５万６,０００円は、介護予防日常生活支援総合事業１３８万２,０００円は２５

％分。介護予防日常生活支援総合以外の地域支援事業１２７万４,０００円は３８.５％

分。３目の保険者機能強化推進交付金は、科目存置１,０００円。
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３款道支出金、１項道負担金、１目の介護給付費負担金４,０７９万６,０００円は１

２.５％分。２項の道補助金、１目地域支援事業交付金１３２万６,０００円。介護予防日

常生活支援事業６９万円は１２.５％分。介護予防日常生活支援総合事業以外の地域支援

事業６３万６,０００円は１９.２５％。

４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目の介護給付費交付金７,６０８万７,０

００円については２７％分。地域支援事業支援交付金についても１４９万３,０００円は

２７％分。

５款財産収入１項財産運用収入の１目利子及び配当金は、科目存置の１,０００円。

６款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金４,３８１万３,０００円ですが、

１節の介護給付費繰入金３,５２２万２,０００円、介護給付費分３,５２２万２,０００円

分は１２.５％分。２節事務費繰入金４４６万１,０００円ですが、１２.５％分が６９万

円。足すと事務費分で４４６万１,０００円です。３節地域支援事業繰入金１３４万５,０

００円で、介護予防・日常生活支援総合事業分７０万２,０００円が１２.５％分の６９万

円と事務費分の１万２,０００円。その下、介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域

支援事業６４万３,０００円は１９.２５％の６３万７,０００円と事務費分の６,０００円

でござます。４目の低所得者保険料軽減繰入金２７８万５,０００円は０.９８％分で、国

が２分の１分、１３９万２,０００円。北海道が４分の１分、６９万６,０００円。町負担

分４分の１分で６９万７,０００円です。対象者は、４０１名でございます。

６款繰入金２項基金繰入金の１目介護給付費準備基金繰入金１５万３,０００円、０.０

５％分の取り崩しでございます。なお、参考までに基金の残高としては５６７万８,００

０円でございます。

７款繰越金については、科目存置の１,０００円。８款諸収入１項延滞金及び過料の１

目第１号被保険者延滞金についても科目存置でございます。２目の第１号被保険者過料

１,０００円も科目存置。２項の預金利子、１目預金利子１,０００円も科目存置。

８款諸収入３項雑入の１目滞納処分費、２目の第三者納付金、３目の返納金は、それぞ

れ１,０００円の科目存置でございます。４目雑入の４９万４,０００円、雑入ですが、介

護扶助審査判定業務３１万９,０００円。総合事業利用者負担金１７万５,０００円は、訪

問型Ａサービスの利用者負担金でございます。

以上で、議案第１８号の説明を終わりまして、次、議案第１９号の説明に移ります。

議案第１９号平成３１年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところに

よる。

歳入歳出予算。第１条、第２項歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は

「第１表歳入歳出予算」による。

それでは、事項別明細書、歳出９ページをお開きください。

９ページ、歳出です。

１款総務費、１項総務管理費１目一般管理費２５６万円の予算計上です。９節旅費から
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２０節扶助費までは、例年どおりの計上です。１３節委託料２０２万７,０００円です

が、健康診断等６１万４,０００円は６５人分。各種予防接種１４０万円は、インフルエ

ンザ４００人分でございます。２０節扶助費７万６,０００円は、償還払いですが、イン

フルエンザ２０人分でございます。

２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金１目後期高齢

者医療広域連合納付金４,６６５万４,０００円ですが、まず、事務費負担金で２０８万

円。保険料等負担金４,４５７万４,０００円。内訳としては、保険料分が３,０９１万６,

０００円。保険基盤安定分が１,３６５万８,０００円でございます。

次のページ、３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金１目の保険料還付金１０万円、

前年度同額。２目の還付加算金１万円も前年度同額です。なお、歳入でも同額が広域連合

から入ってきます。予備費は３０万円、前年度同額です。

以上で、歳出を終わりまして、歳入７ページをお開きください。

２、歳入です。１款後期高齢者医療保険料、１項後期高齢者医療保険料１目特別徴収保

険料１,６６５万８,０００円。現年度分ですが、被保数は５７２人で計上しておりまし

て、現年度分は５３.９％。２目普通徴収分は１,４２５万８,０００円、４６.１％分で

す。今年度から新たに普通徴収保険料過年度分ということで１万円を計上しております

が、３月に後期高齢者資格取得した方々２名がおられまして、その保険料が４月に入って

きますので、過年度収入として計上しております。

２款使用料及び手数料、１項手数料１目の証明手数料は科目存置。

３款繰入金、１項他会計繰入金１目事務費繰入金４５５万４,０００円ですが、これ

は、一般管理費２５６万円と広域連合事務費２０８万円、それに予備費３０万円を足した

４９４万円からその他の収入３８万６,０００円を引いた金額が４５５万６,０００円でご

ざいます。２目の保険基盤安定繰入金ですが、１,３６５万８,０００円。北海道負担分が

１,０２４万３,０００円。陸別町の負担分４分の１分、３４１万５,０００円でございま

す。

４款繰越金は１,０００円、科目存置でございます。

５款諸収入、１項延滞金及び過料１目延滞金１,０００円、科目存置。２項の償還金及

び還付加算金、１目の加算金が１万円、２目保険料還付金が１０万円。歳入歳出同額でし

て、先ほど説明したとおり広域連合から補塡される分です。３項雑入、１目雑入３８万

３,０００円は、広域連合からの健診助成金でございます。資料ナンバー５５に歳入歳出

予算のフロー図がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

以上で議案第１３号から１９号のまでの説明を終わります。

雑駁な説明で恐縮ですけれども、以後、御質問によってお答えをしたいと思っておりま

すので御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。

以上であります。

────────────────────────────────────



― 53 ―

◎延会宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 副町長におかれましては、大変お疲れさまでした。

お諮りします。

本日の会議はこれで延会とし、議会運営委員会の決定のとおり、次の会議は３月１１日

からとしたいと思います。

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

したがって、本日はこれで延会することに決定しました。

本日は、これにて延会いたします。

延会 午後 ３時２３分
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以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。

議長

議員

議員


